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諮問を受けて設置した小委員会における検討状況について

1

資料1



１ 諮問内容と委員構成
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○ 諮問内容 【ＳＤＧｓの達成・脱炭素社会の実現に向けた廃棄物施策について】

廃棄物行政を取り巻く状況は時代とともに変化し、ＳＤＧｓの達成や脱炭素社会の実現、プラスチック

対策や食品ロスの削減、さらには将来を見据えた施設整備など様々な課題への対応が求められていま

す。こうした時代の変化に着実に対応していくため、新たな「横浜市一般廃棄物処理基本計画」の策定

に向けて、諮問します。

＜令和３年12月20日諮問＞

○ 小委員会委員(五十音順)

大迫 政浩 委員長 ／ 小野田 弘士 委員 ／ 崎田 裕子 委員 ／ 篠木 幹子 委員



２ 開催経過
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開催日 会議名称 主な内容

2021.12.20 諮問 ＳＤＧｓの達成・脱炭素社会の実現に向けた廃棄物施策について

2022.1.21 ①小委員会 論点整理

3.7 ②小委員会 プラスチック対策

3.24 審議会 小委員会での検討状況を報告

4.21 ③小委員会 食品ロス削減 ／ 保土ケ谷工場再整備・焼却工場における脱炭素化の取組

6.20 ④小委員会 多様な社会ニーズへの対応（事業者連携・デジタル化・災害対策・家庭ごみの有料化など）

10.24 ⑤小委員会 プラスチックごみの分別・リサイクル拡大

12.27 ⑥小委員会 家庭ごみの有料化の検討

○ これまでに小委員会を６回開催



３ 検討内容
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○ 項目について

① 計画全体のあり方

② プラスチック対策

③ 食品ロスの削減

④ 廃棄物処理施設の整備・運営

⑤ 多様な社会ニーズへの対応

⑥ 家庭ごみの有料化

○ 各項目の構成について

・ 検討の背景

⇒ 小委員会における資料などを基に各項目を

検討する際の背景を記載しています。

・ 小委員会でのご意見

⇒ 小委員会におけるご意見を記載しています。

・ 目指すべき方向性

⇒ 上記のご意見をまとめています。



① 計画全体のあり方【検討の背景】
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・ 高度経済成長期の大量生産・大量消費・大量廃棄に伴う全量焼却・全量埋立から、環境意識の高まりによる、ごみ減量と

リサイクルへ、さらにはリデュースを中心とした３Ｒの推進へと、廃棄物処理に求められる役割は変化してきた。

・ 現在はSDGsの達成や脱炭素社会の実現、プラスチック対策や食品ロス削減など様々な社会課題への対応が求められており、

焼却工場や資源選別施設など老朽化が進む施設の計画的な再整備も重要となっている。

・ SDGsの期間が2030年までであること、2050年カーボンニュートラルの実現に向け、その中期目標として「2030年度

に温室効果ガス46％削減」が掲げられていることなどを踏まえ、2030年度を１つの目安に計画期間を検討する必要がある。

食品ロス削減と各ＳＤＧｓ目標との関連



① 計画全体のあり方【小委員会でのご意見】

○ 小委員会でのご意見

・ 横浜市は、G３０のときから市民・事業者とともに、ごみの大幅な削減目標を達成するなど、先進的に取り組んで

きており、今後も取組を進めてほしい。

・ これまで進めてきた「ごみの減量・リサイクル」にとどまらず、ＳＤＧｓの達成や脱炭素社会の実現を目指すことに

ついては、現在の社会の要請を取り込んでいる。

・ 脱炭素化を掲げる上では、2050年のあるべき姿から逆算して施策を検討してほしい。

・ 循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行に向けて、市民・事業者と行政が連携して、廃棄物の発生抑制を

進めるビジョンを共有していくことが重要である。

・ 市民・事業者の主体的な取組が進むよう、行政は各主体をつなぎ、後押しすることが重要である。

・ ＮＰＯなど、多様な主体との連携を考えてほしい。

・ プラスチック対策や食品ロスの削減では、もっと市民にもできることがあると考えられるため、市民に協力しても

らえるような施策を打ち出してほしい。

・ 計画策定にあたっては、協力いただく市民や配慮が必要な高齢者の方、エッセンシャルワーカーである廃棄物

処理の従事者など、環境のみならず、人にも優しいというイメージやメッセージが共有されるものとしてほしい。

・ メッセージやコンセプトを分かりやすく打ち出すことが市民や事業者の行動変容につながる。
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① 計画全体のあり方【目指すべき方向性】

○ 目指すべき方向性

・ 廃棄物処理は、これまでのごみの減量・リサイクルの推進にとどまらず、SDGsの達成と脱炭素社会の実現、

さらに循環経済への移行という社会課題の解決と持続可能な社会の実現の視点も取り入れることが重要で

あり、幅広い視点で各施策を進めてほしい。

・ 近年のSDGsの浸透や環境意識の高まりにより、これまでの横浜市の働きかけに市民・事業者が応える

スタイルから、市民・事業者が主体的に取り組む事例が増えている。そのため横浜市は、今後、市民・事業者

の行動変容につながるコンセプトやメッセージを発信することで、主体的な取組を後押しし、それを広げて

いくことが必要である。

・ 新たな計画はSDGsの達成や脱炭素の中期目標の観点から、２０３０年は計画期間の目安となるが、

２０５０年カーボンニュートラルというあるべき姿から逆算して施策の検討を進め、積極的に計画に盛り込む

ことが望ましい。
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② プラスチック対策【検討の背景】
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市役所の事業活動による温室効果ガス排出量の内訳（左）及び

ごみ処理に伴う温室効果ガス排出量の内訳（右）

各都市の分別協力率※の推移

（単位：％）

※ 分別協力率＝資源化量/（燃やすごみなどに含まれる未分別の量+資源化量）

公表データや聞き取り調査をもとに独自に算出

・ 横浜市では、家庭から出されるプラスチックごみのうち、プラスチック製容器包装は容器包装リサイクル法に基づき分別収集・

リサイクルを行っており、その他のプラスチック製品は燃やすごみとして出すこととしている。

・ プラスチック製容器包装の分別排出やマイバッグ・マイボトルの利用の広報・啓発に加え、近年は小売店と連携したプラスチッ

クごみの削減キャンペーンの実施や、海洋プラスチック問題に関する講演会の開催などにより、プラスチック対策の取組への

協力を呼び掛けている。

・ プラスチック資源循環法の施行により、市町村には使い捨てプラスチックの排出抑制やプラスチック製品のリサイクルなど、

プラスチックの３Ｒ＋Renewableを促進することが求められている。

年度 2017 2018 2019 2020 2021

横浜市 62.6 63.3 63.3 65.8 65.4 

仙台市 32.4 37.1 40.2 40.2 38.2 

京都市 38.5 38.2 37.9 40.1 40.3 

川崎市 34.4 34.5 34.2 36.3 38.7 

名古屋市 45.4 44.4 43.8 44.6 45.7 



② プラスチック対策【小委員会でのご意見】

○ 小委員会でのご意見

【プラスチックの３R＋Renewable促進に向けた働きかけ】

・ プラスチック資源循環法の趣旨を踏まえ、市民・事業者・行政の役割を明確にし、連携してプラスチック対策に

取り組んでほしい。

・ 事業者が主体性をもってプラスチック対策に取り組む機運を醸成していくため、印象に残るメッセージや目標

を掲げるとともに、事業者の優れた取組が水平展開されるよう、行政が仕掛けていくことが重要である。

・ プラスチック製品のリサイクルにあわせて、事業者による自主回収を推進していく必要がある。

・ プラスチックによる河川や海洋の汚染を、市民に身近な問題として考えてもらえる伝え方を行政がしていくこと

が重要である。

【プラスチックごみの分別・リサイクルの拡大】

・ 発生抑制の取組を優先して進めるとともに、プラスチック製品のリサイクルにもしっかりと取り組んでほしい。

・ 今後予定している分別の拡大を契機に、市民を巻き込んで、効果的な広報啓発を行ってほしい。

・ 様々な環境教育を受けてきている若い世代を巻き込み、取組を広げていくことが重要である。

・ 分別・リサイクル拡大を早期に実施するため、まずは現在プラスチック製容器包装のリサイクルを行っている

指定法人ルートでプラスチック製品をリサイクルすることを検討していることは理解できる。一方で、将来的には

合成繊維・複合製品のリサイクルやコスト削減も課題であることを踏まえ、 大臣認定ルートも検討してほしい。
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② プラスチック対策【目指すべき方向性】

○ 目指すべき方向性【プラスチックの３R＋Renewable促進に向けた働きかけ】

・ インパクトのあるメッセージや目標の設定、広報・啓発へのナッジの活用や環境学習との連動など、効果的に

働きかけることにより、意識の変容や具体的な行動につなげていく必要がある。

・ 自主回収に取り組む事業者も増えており、環境に配慮した製品の設計・製造、使用の合理化など、事業者の

主体的な取組を後押ししていくことも重要である。事業者との連携や支援、優れた事業者の取組を広めていく

方策等について、検討を進めることが望ましい。

・ ポイ捨てによるプラスチックごみの海洋への流出、生態系への影響などを伝えることで、地域での自主的な

清掃活動の取組を波及させる方策を検討するなど、海洋汚染防止の観点からも取り組むことが重要である。
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○ 目指すべき方向性【プラスチックごみの分別・リサイクルの拡大】

・ プラスチックごみの分別・リサイクルの拡大は、市民一人ひとりが脱炭素社会の実現に向けて具体的に行動

することができる重要な取組であり、早期に実施すべきである。

・ 他素材との複合品などの現在、技術的にリサイクル困難なプラスチック製品についても検討する必要がある。

・ 大臣認定ルートでは指定法人ルートに比べ、分別収集の対象範囲を柔軟に設定できるほか、選別から再商品

化までの工程を一体化・合理化することが可能であり、コストの削減が見込める。技術開発の状況や事業者の

動向を注視しつつ、将来を見据え、大臣認定ルートの検討を継続することが望ましい。



② 【参考】プラスチック資源循環法の概要
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② 【参考】プラスチックごみの分別・リサイクル拡大
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プラスチック製容器包装
プラスチック製品
（プラのみで構成）

既にリサイクル実施 リサイクル拡大対象

合成ゴム・合成繊維
金属などとの
複合素材

資源物 燃やすごみ○ 想定している分別対象
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④再商品化事業者：
再商品化（リサイクル）

③中間処理委託業者：
異物除去・圧縮梱包（ベール化）②収集委託業者：収集運搬

収集運搬 中間処理 リサイクル
プラスチック製品

①家庭：排出

一括収集

○ 想定している処理の流れ



③ 食品ロスの削減【検討の背景】
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・ 買い物前に冷蔵庫を確認するなど、食品ロス削減に向けた行動を呼び掛けるとともに、飲食店等における食べ残しの削減に

取り組む食べきり協力店の推進など、食品ロス削減に向けた市民・事業者への働きかけを進めてきた。

・ 2015年の国連サミットにおいて全会一致で採択されたＳＤＧｓのターゲットの１つに「食料廃棄の半減」が定められており、

2019年には食品ロス削減推進法が成立した。

【参考】食品ロス削減推進法（抜粋）

第4条 （地方公共団体の責務）

地方公共団体は、食品ロスの削減に関し、国及び他の地方公共団体との連携を図りつつ、その地域の特性に応じた施策を

策定し、及び実施する責務を有する。

国際機関と連携した小学生向けイベント 食品ロスを減らす調理実演 「てまえどり」の呼びかけ 食べきり協力店のロゴ



③ 食品ロスの削減【小委員会でのご意見】
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○ 小委員会でのご意見

・ ＳＤＧｓだけではなく、飢餓・貧困や食料安全保障、食糧輸送による環境負荷低減などの観点で取組を検討して

はどうか。

・ 食品ロス削減推進法に基づく、『横浜市食品ロス削減推進計画』を策定してほしい。

・ 市民・事業者と連携し、優良な取組を波及させて、全体の機運を盛り上げていくことが重要である。

・ ターゲットを意識して、伝わりやすい場面や内容で広報啓発を行うことが重要である。

・ 環境に対する意識が非常に高い子どもたちが多く、子どもから大人への波及効果が期待できる。

・ 大規模イベントやスポーツ会場での取組、フードバンクと小売店が連携するように市がコーディネートすること

も考えられるのではないか。

・ 生産・流通・小売・消費といった各過程における取組を検討していくとよいのではないか。

・ 製造・卸・小売段階における課題は1/3ルールと考えるが、販売時期を長くする様々な取組が広がっており、

市内の状況を把握していく必要もあるのではないか。

・ 取組や働きかけについての効果測定を考えていく必要があるのではないか。

・ ＥＳＧ投資に関連して、食品ロス削減に取り組む事業者と金融機関・投資家とをどのように繋いでいくのかを

考える視点もあるのではないか。



③ 食品ロスの削減【目指すべき方向性】

○ 目指すべき方向性

・ 多くの市民・事業者に削減に向けた取組を実践していただけるよう、廃棄物分野にとどまらず、食育や世界

の食糧問題など、様々な切り口から取組の必要性を伝えていくとともに、インパクトのあるメッセージを打ち

出すなど、市民・事業者を巻き込みながら、食品ロス削減に向けた機運を高めていくことが重要である。

・ ＳＤＧｓ未来都市として、食品ロス削減を率先して進めていくため、横浜市の食品ロス削減推進計画を策定

するなど、分かりやすい目標を設定し、施策を推進することが重要である。

・ 広報・啓発については、ターゲットを意識し、伝わりやすい場面や内容を検討するなど、戦略的に進めること

が望ましい。

・ 事業者との連携を引き続き進めるとともに、事業者の優れた取組については、他の事業者への波及・普及を

積極的に図ることが重要である。

・ 生産・流通・小売・消費といったサプライチェーン全体で食品の廃棄を減らしていくことが重要である。事業

者の取組状況の把握を行い、横浜市が進めるべき施策について検討を行うとともに、施策の効果測定にも

取り組むことが望ましい。
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④ 廃棄物処理施設の整備・運営【検討の背景】
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・ 現在、横浜市では市内の家庭や事業所から出されるごみを４つの焼却工場で処理している。焼却工場の老朽化対策として、

都筑工場及び鶴見工場で10年程度の延命化を図る長寿命化対策工事を実施した。将来にわたり安定的にごみ処理を継続して

いくため、保土ケ谷工場の再整備を進めている。

・ 市内の焼却工場では発電を行っており、焼却工場で作られる電気や熱は、石炭などの化石燃料を使わない「環境にやさしい

エネルギー」として注目されている。2050年カーボンニュートラルの達成に向けて、環境にやさしいエネルギーを最大限に

創出し、市内で活用することや、二酸化炭素の分離・回収、利用（ＣＣＵ）などの技術の実用化は将来に向けた重要な施策である。

保土ケ谷工場 鶴見工場におけるCCU実証試験の概要



④ 廃棄物処理施設の整備・運営【小委員会でのご意見】

○ 小委員会でのご意見

・ 再整備を進めている保土ケ谷工場は、地域に歓迎される施設としてほしい。

・ 焼却工場や資源選別施設などの廃棄物処理施設の再整備にあたっては、ごみ質の変化や技術の動向などを

注視し、将来を見据えた検討をしていく必要がある。

・ ＣＣＵや熱利用の検討などを積極的に進めていることは評価できる点であり、脱炭素化の技術を市民が身近に

感じられるよう、焼却工場では積極的に見学や環境学習の機会を設けてもらいたい。

・ 熱の地産地消に関する取組は積極的に進めてほしいが、大規模事業者だけではなく、中小事業者との連携も

考えていただきたい。

・ CO２の削減に向けては、廃棄物処理施設でつくられるエネルギーを産業利用していくことは効果的であるが、

有限であるエネルギーの利用先・分配に関しても今後検討してほしい。

17



④ 廃棄物処理施設の整備・運営【目指すべき方向性】

18

○ 目指すべき方向性

・ 市内のごみ処理を将来にわたり安定的に行っていくため、現在進行中の保土ケ谷工場の再整備事業を、

2030年の稼働に向け着実に進めるとともに、老朽化が進む廃棄物処理施設の整備や長寿命化対策工事を

適切な時期に実施していくことが必要である。

・ 焼却工場や資源選別施設などの廃棄物処理施設の再整備にあたっては、ごみ質の変化や処理技術の動向

など時代の変化にあわせた施設とすることや、脱炭素社会の実現や環境学習の充実、自然災害への対応など

の視点を取り入れ、地域に根ざした施設としていくことが重要である。

・ 脱炭素化を掲げる上では、2030年温室効果ガス半減だけでなく、2050年カーボンニュートラルを見据えて

取り組んでいくことが重要である。焼却工場の安定的かつ効率的な運営や発電能力の向上、省エネルギー設備

の導入等により、環境にやさしいエネルギーの創出量を最大化していくことに加え、エネルギーの有効な利用

方法の検討、ＣＣＵなどの新たな技術の研究・開発にも積極的に取り組むことが望ましい。

また、焼却工場は多くの見学者を受け入れていることから、ごみ処理や脱炭素化の技術を紹介し、理解を

深める場としていくことが望ましい。



⑤ 多様な社会ニーズへの対応【検討の背景】
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・ スマートフォンアプリやＡＩによる分別案内、粗大ごみ申込み手続きにおけるＩＣＴツールの活用、動画やＳＮＳ等を通じた情報

発信などに取り組んでいる。

・ 近年、自然災害が頻発化・激甚化しており、災害対策の重要性が高まっている。横浜市においては2018年に災害廃棄物処理

計画を策定し、処理体制の強靭化や仮置場の設置・運用に関する協定の締結を

行っている。

・ 家庭ごみを集積場所まで持ち出すことができないひとり暮らしの高齢者や障害の

ある方などを対象に、玄関先などまで収集に伺う「ふれあい収集」を2004年度

から実施している。高齢者人口の増加に伴い、今後もニーズは増加していくと

見込まれる。

AIを活用したごみの分別案内

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021

実施世帯数 6,214 6,947 7,334 7,706 8,279 8,688

ふれあい収集実施世帯数の推移



⑤ 多様な社会ニーズへの対応【小委員会でのご意見】

20

○ 小委員会でのご意見

【ＤＸ化への対応】

・ ＤＸ化については、市民サービスの向上や人的コストの負担軽減などの観点で評価していくことが重要である。

・ 電子マニフェストをビッグデータとして活用できるよう、普及を進めてもらいたい。

・ ごみ収集の自動化や非接触化の観点から、デジタル技術の活用も検討していくべきであり、引き続き、技術

開発の動向を注視してもらいたい。

【災害への対応】

・ 災害廃棄物については、処理計画の策定など行政が様々な仕組みを整えてきているため、今後の課題として

は、市民に災害時にどのような行動をとればよいか知ってもらうことが重要である。

【廃棄物の多様化への対応】

・ 発火事例が多く報告されているリチウムイオン電池等の分別についても、検討が必要ではないか。



⑤ 多様な社会ニーズへの対応【目指すべき方向性】

○ 目指すべき方向性

【超高齢社会への対応】

・ ふれあい収集は、ごみ出しが困難な方の生活を支えるだけでなく、見守り、孤独死の防止にも繋がる取組で

ある。より効率的な収集方法を検討するなど、ニーズの増加にも着実に対応していくことが重要である。

【ＤＸ化への対応】

・ 市民利便性の向上に加え、戦略的な広報・啓発や業務の効率化の観点からもＩＣＴ技術の活用を進めていく

ことが重要である。多様な社会ニーズをふまえ、横浜市が先導的に取り組むことが望ましい。

【災害への対応】

・ 発災時に備え、円滑・迅速な処理に向けた体制づくりを引き続き進めるとともに、今後は災害時のごみ出し

等について、市民意識の向上を図ることが望ましい。

【廃棄物の多様化への対応】

・ 今後も廃棄物の多様化に伴い、処理に注意が必要な廃棄物が出てくる可能性があることから、その都度

適切に対応していくことが重要である。リチウムイオン電池については、市民に引き続きリチウムイオン電池を

使用した製品の適切な排出方法を周知し、焼却工場などの処理施設における初期消火などの対策も更に

進めていくことが重要である。

21



⑥ 家庭ごみの有料化【検討の背景】

22

・ 家庭ごみの有料化を導入している自治体では、主な導入目的に、ごみの減量化を掲げているが、横浜市においては、市民・

事業者の協力のもと、有料化以外の施策によって、ごみの大幅な削減を達成してきている。

・ ３Ｒ夢プランでは、「ごみ処理費用の適正負担の在り方について、ごみ処理にかかる費用と市の財政状況、ごみ量の推移と

他都市の動向を注視しながら、市民負担の公平性の確保とリデュースの推進などの観点から、長期的視野に立って家庭ごみ

の有料化を検討」することとしている。

・ 現在、保土ケ谷工場の再整備が進められているが、今後も老朽化が進む廃棄物処理施設への対応等が必要であり、ごみ処理

費用の増加が想定される。

ごみ量の推移

政令指定都市 近隣都市

有料化

20都市中、９市実施

H10北九州、H17福岡、H18京都、H20仙

台・新潟・岡山、H21札幌・熊本、H25千葉

H17町田、H18大和、H19藤沢、H27 鎌倉・逗

子、R1 海老名、R4 茅ヶ崎

単純指定袋
20都市中、４市実施

H11名古屋・静岡、H20神戸、H25浜松
ー

実施都市の一覧（R4年４月時点）



⑥ 家庭ごみ有料化【小委員会でのご意見】
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○ 小委員会でのご意見

・ ごみの減量化だけでなく、排出者に責任意識が芽生えること、排出量の多い市民と少ない市民で排出量に

応じた費用負担が生じる負担の公平化や脱炭素化の観点からも重要な施策である。

・ 有料化を行う意義については、特にしっかりと検討し、市民に丁寧に説明していく必要がある。

・ （小委員会の資料で示された）市民の声に寄せられた意見だけでは、市民全体の意見を反映しているのかは

わからないため、市民が有料化に対して、どのように考えているか興味がある。

・ 廃棄物分野に対する関心が高いほど、有料化に対しても理解を示される方が多くなると感じており、市民の

皆様に関心を持っていただきながら検討を進めてほしい。

・ 歳入の試算や実施に伴う施策の充実、市民と税の負担割合、減免などの検討を進めてほしい。

・ ルール違反者への対応の想定は？

⇒ これまでも分別ルールが守られていないごみには 、シールを貼った上で取り残しを行ってきた。また、開封

調査により排出者を特定した上で、啓発を行ってきた。

・ 集積場所の維持管理は地域のコミュニティが担っていると思うが、高齢化等でコミュニティが弱体化してきて

いることにも配慮が必要である。

・ 店頭回収が急激に増加する可能性など、自治体での回収以外も含めた全体のシステムに与える影響も考慮

する必要がある。



⑥ 家庭ごみ有料化【小委員会でのご意見】
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○ 目指すべき方向性

・ 既に大幅なごみの減量を達成している状況を踏まえつつも、ごみの減量化だけではなく、市民の環境や

ごみに対する意識向上、負担の公平化、ＳＤＧｓや脱炭素化にも資する施策であることから、今後も継続的に

検討する必要がある。

・ 廃棄物分野に対する市民の関心を継続して高めていくとともに、有料化を導入する意義については、特に、

丁寧な検討を行っていく必要がある。

・ 検討にあたっては、他都市の状況や導入する目的に加えて、歳入の試算、実施に伴う施策の充実、市民負担

と税負担の割合、減免の対象や違反者への対応など、実際に有料化を導入した場合を想定した検討について

も進めることが望ましい。

・ 事業者の自主回収や店頭回収が増加する可能性など、全体の処理システムに与える影響を考慮する必要が

ある。



【裏面あり】 

令和５年度横浜市一般廃棄物処理実施計画（案）について 

１ 計画の概要 

（１） 目的

一般廃棄物処理実施計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び横浜市

廃棄物等の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例に基づき、横浜市の一

般廃棄物の処理に関する事業計画を単年度ごとに定めるものである。 

（参考） 一般廃棄物処理実施計画の位置づけ 

【廃棄物の処理及び清掃に関する法律 第６条第１項】 

市町村は区域内の一般廃棄物の処理に関する計画を定めなければならない。 

【廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則 第１条の３】 

一般廃棄物の処理に関する基本的な事項について基本計画を定め、それを実施する 

ために各年度の事業内容を示す実施計画を定めるものとする。 

（２） 計画期間

令和５年４月１日から令和６年３月 31 日まで

（３） ごみ処理実施計画

 処理計画量 ごみと資源の総量 ： 約 116.4万トン 

2010年度 2023年度 2025年度

(H22年度) (Ｒ５年度) (Ｒ７年度)

基本計画
＜ごみ処理＞

＜し尿等処理＞

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画

実施
計画・ ・ ・ ・実施計画

＜ごみ処理＞
＜し尿等処理＞

横浜市一般廃棄物処理基本計画（ヨコハマ３Ｒ夢プラン）
（16年間）

資料２―１ 



 ２ 事業の方向性 

 

（１） 「ＳＤＧｓの達成」「脱炭素社会の実現」 

① プラスチックごみの分別・リサイクル拡大の早期実施に向けて、排出さ 

れるプラスチック製品の種類や異物の混入状況の傾向などを把握するため 

の実態調査を実施します。 

② 食品ロス削減の取組を一層推進するため、市民・事業者の皆様に、様々 

な機会・媒体を活用した効果的な働きかけを行います。 

③ ごみ焼却工場で創出される「環境にやさしいエネルギー」の市内での活 

用を進めるとともに、ごみを焼却した際に発生する排ガスから、CO2 を分 

離・回収し利用する技術（CCU）の実用化に向けた実証試験を実施します。 

 

（２） 「安定したごみ処理」「市民ニーズへの対応」 

① 市民生活を支えるごみの収集・運搬・処理・処分をいかなる時も着実に実 

施するとともに、高齢化に伴うごみ出し支援のニーズ増加への対応を継続 

します。 

② 市民サービスの向上に資するＤＸの取組として、粗大ごみ処理手数料の電 

子決済化や、資源集団回収奨励金の交付申請をインターネット上でも行える 

よう効率化を図ります。 

③ 清潔できれいなまちを目指し、横浜駅西口の美化対策の強化をはじめ、地 

域清掃の活性化や歩きたばこの防止に取り組みます。 

 

（３） 「将来を見据えた施設整備」 

① 地域に根ざし、脱炭素社会の一翼を担うごみ焼却工場として再整備を進 

める保土ケ谷工場の本体工事に向けた事業者選定を行います。 

② 廃棄物処理施設における老朽化に対応するため、ＡＩ・ＩｏＴ技術を積極 

的に活用し、時代の変化を踏まえた最適な施設整備について検討します。 

 

 

（参考） スマホひとつで粗大ごみの申込みから手数料の支払まで 

 

 インターネット申込み等における粗大ごみ処理手数料の支払方法に電子決済を 

導入します。これにより、自宅に居ながらにして申込みから支払までできるように

なります。（電子決済方法：クレジットカード、PayPay） 
 

 

 

 

 

 
R５年度中 

～これまでの変遷～ 

電話申込み 

のみ 

インターネット

申込み 

H15.8～ 

有人チャット 

申込み 

H31.２～ 

 
チャット 

ボット申込み 

R2.３～ 

LINE 

申込み 

R2.４～ 

手数料の支払い方法
に電子決済を追加 



資料２－２ 

1 

横 浜 市 告 示 第 ○ ○ 号

一 般 廃 棄 物 処 理 実 施 計 画

 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 45 年 法 律 第 137 号 ） 第

６ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 一 般 廃 棄 物 処 理 実 施 計 画 を 次 の と お り

定 め た の で 、 横 浜 市 廃 棄 物 等 の 減 量 化 、 資 源 化 及 び 適 正 処 理 等 に 関

す る 条 例 （ 平 成 ４ 年 ９ 月 横 浜 市 条 例 第 44 号 ） 第 40 条 第 ２ 項 の 規 定 に

基 づ き 、 告 示 す る 。  

令 和 ５ 年 ３ 月 31 日

横 浜 市 長 山 中 竹 春

１ 目 的

一 般 廃 棄 物 処 理 実 施 計 画 は 、 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 45 年 法 律 第 137 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。） 及 び 横 浜 市 廃

棄 物 等 の 減 量 化 、 資 源 化 及 び 適 正 処 理 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 ４ 年

９ 月 横 浜 市 条 例 第 44 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。） に 基 づ き 、 横 浜

市 の 一 般 廃 棄 物 の 処 理 に 関 す る 事 業 計 画 を 単 年 度 ご と に 定 め る も

の で あ る 。  

２ 計 画 期 間  

令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ６ 年 ３ 月 31 日 ま で

３ ご み 処 理 実 施 計 画  

(1) 処 理 計 画 量

 ご み と 資 源 の 総 量 （ 家 庭 系 ・ 事 業 系 の ご み 量 と 資 源 化 量 の

合 計 ） ： 約 116.4 万 ト ン  

(2) 事 業 の 方 向 性

ア 「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 達 成 」 「 脱 炭 素 社 会 の 実 現 」

(ｱ) プ ラ ス チ ッ ク ご み の 分 別 ・ リ サ イ ク ル 拡 大 の 早 期 実 施

に 向 け て 、 排 出 さ れ る プ ラ ス チ ッ ク 製 品 の 種 類 や 異 物 の

混 入 状 況 の 傾 向 な ど を 把 握 す る た め の 実 態 調 査 を 実 施 す



 

2 

 

る 。  

(イ) 食 品 ロ ス 削 減 の 取 組 を 一 層 推 進 す る た め 、 市 民 ・ 事 業  

者 の 皆 様 に 、 様 々 な 機 会 ・ 媒 体 を 活 用 し た 効 果 的 な 働 き  

か け を 行 う 。  

(ウ) ご み 焼 却 工 場 で 創 出 さ れ る 「 環 境 に や さ し い エ ネ ル ギ  

ー 」 の 市 内 で の 活 用 を 進 め る と と も に 、 ご み を 焼 却 し た  

際 に 発 生 す る 排 ガ ス か ら 、 CO2 を 分 離 ・ 回 収 し 利 用 す る  

技 術 （ CCU ） の 実 用 化 に 向 け た 実 証 試 験 を 実 施 す る 。  

     イ  「 安 定 し た ご み 処 理 」 「 市 民 ニ ー ズ へ の 対 応 」  

 

(ア) 市 民 生 活 を 支 え る ご み の 収 集 ・ 運 搬 ・ 処 理 ・ 処 分 を  

     い か な る 時 も 着 実 に 実 施 す る と と も に 、 高 齢 化 に 伴 う  

ご み 出 し 支 援 の ニ ー ズ 増 加 へ の 対 応 を 継 続 す る 。  

(イ) 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 に 資 す る Ｄ Ｘ の 取 組 と し て 、 粗  

大 ご み 処 理 手 数 料 の 電 子 決 済 化 や 、 資 源 集 団 回 収 奨 励  

金 の 交 付 申 請 を イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で も 行 え る よ う 効 率 化 を  

図 る 。  

(ウ) 清 潔 で き れ い な ま ち を 目 指 し 、 横 浜 駅 西 口 の 美 化 対  

策 の 強 化 を は じ め 、 地 域 清 掃 の 活 性 化 や 歩 き た ば こ の  

防 止 に 取 り 組 む 。  

ウ  「 将 来 を 見 据 え た 施 設 整 備 」  

   (ア)  地 域 に 根 ざ し 、 脱 炭 素 社 会 の 一 翼 を 担 う ご み 焼 却 工 場  

と し て 再 整 備 を 進 め る 保 土 ケ 谷 工 場 の 本 体 工 事 に 向 け た  

事 業 者 選 定 を 行 う 。  

      (イ)  廃 棄 物 処 理 施 設 に お け る 老 朽 化 に 対 応 す る た め 、 Ａ Ｉ  

・ Ｉ ｏ Ｔ 技 術 を 積 極 的 に 活 用 し 、 時 代 の 変 化 を 踏 ま え た  

最 適 な 施 設 整 備 に つ い て 検 討 す る 。  
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(3)  主 な 事 業 内 容  

ア  資 源 循 環 管 理  

    (ア)  減 量 ・ リ サ イ ク ル 推 進  

    ａ  ３ Ｒ の 推 進  

        リ デ ュ ー ス ・ リ ユ ー ス ・ リ サ イ ク ル の ３ Ｒ を 推 進 し  

、 環 境 負 荷 を 低 減 す る ラ イ フ ス タ イ ル へ の 転 換 を 図 る  

た め 、 広 報 ・ 啓 発 を 通 じ て 、 市 民 ・ 事 業 者 の 実 践 行 動  

を 推 進 す る 。 ま た 、 横 浜 G ３ ０ プ ラ ン 、 ヨ コ ハ マ ３ Ｒ 夢  

プ ラ ン に 続 く 、 新 た な 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 の 取 組 内  

容 を 、 様 々 な 広 報 媒 体 や 機 会 を 活 用 し て 、 わ か り や す く  

お 伝 え す る 。  

ｂ  分 別 ・ リ サ イ ク ル の 推 進  

     (a)  分 別 ・ リ サ イ ク ル 推 進 事 業  

          分 別 収 集 し た プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 包 装 や ス プ レ ー  

缶 、 ガ ラ ス ・ 陶 磁 器 類 等 の 燃 え な い ご み の 中 間 処 理  

・ 資 源 化 委 託 を 実 施 す る 。  

     (b)  資 源 選 別 施 設 管 理 運 営 事 業 等  

        分 別 収 集 し た 缶 ・ び ん ・ ペ ッ ト ボ ト ル を 、 缶 は ア  

ル ミ 缶 ・ ス チ ー ル 缶 、 び ん は 無 色 ・ 茶 色 ・ そ の 他 の  

色 、 ペ ッ ト ボ ト ル に 選 別 し 、 民 間 事 業 者 に 引 き 渡 し  

資 源 化 す る 。  

    ｃ  家 庭 ご み の 減 量 ・ リ サ イ ク ル に 向 け た 取 組  

     (a)  発 生 抑 制 等 推 進 事 業  

        市 民 ・ 事 業 者 と の 連 携 に よ り 、 プ ラ ス チ ッ ク ご み  

の 発 生 抑 制 や 分 別 ・ リ サ イ ク ル を 推 進 す る 。 ま た 、  

食 品 ロ ス の 削 減 に 向 け 、 国 際 機 関 や 事 業 者 等 と 連 携  

し た 取 組 や 家 庭 で の 実 践 に 役 立 つ 情 報 発 信 等 を 行 う  
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と と も に 、 「 土 壌 混 合 法 」 に よ る 生 ご み 減 量 化 を 推  

進 す る 。  

     (b)  環 境 事 業 推 進 委 員 等 事 業  

          環 境 事 業 推 進 委 員 を 委 嘱 し 、 ３ Ｒ 行 動 の 推 進 や ま ち  

の 美 化 に 地 域 と 連 携 し て 取 り 組 み ま す 。 ま た 、 「 ヨ コ  

ハ マ ３ Ｒ 夢 」 の 推 進 に 功 労 の あ っ た 個 人 ・ 団 体 を 表 彰  

し 、 活 動 の 一 層 の 定 着 を 図 る 。  

     (c)  資 源 集 団 回 収 促 進 事 業  

        自 治 会 ・ 町 内 会 等 の 地 域 の 登 録 団 体 と 回 収 事 業 者 が

契 約 し て 行 う 資 源 集 団 回 収 に よ り 、 古 紙 ・ 古 布 等 を 資

源 化 す る 。 ま た 、 資 源 集 団 回 収 の 安 定 的 な 実 施 の た め

、 登 録 団 体 と 回 収 事 業 者 に 奨 励 金 を 交 付 す る 。 登 録 団

体 や 回 収 事 業 者 が 行 う 奨 励 金 申 請 手 続 に つ い て オ ン ラ

イ ン 化 す る シ ス テ ム を 、 令 和 ５ 年 度 に 開 発 す る 。  

    ｄ  事 業 系 ご み の 適 正 処 理 ・ 減 量 化 の 推 進  

     (a)  事 業 系 ご み 適 正 処 理 ・ 減 量 化 推 進 事 業 等  

        「 食 べ き り 協 力 店 」 や 「 横 浜 市 食 の ３ Ｒ き ら 星 活 動  

賞 」 を 通 じ 、 食 品 ロ ス 削 減 の 取 組 を 進 め る 。 ま た 、 ３  

Ｒ 活 動 の 促 進 の た め 、 大 規 模 事 業 所 等 へ の 立 入 調 査 を  

行 う と と も に 、 プ ラ ス チ ッ ク 対 策 と し て リ サ イ ク ル 等  

を 働 き か け ま す 。 横 浜 市 役 所 も 一 事 業 者 と し て 率 先 し  

て ３ Ｒ 活 動 に 取 り 組 む 。  

     (b)  事 業 系 ご み 適 正 搬 入 推 進 事 業 等  

       ご み 焼 却 工 場 に お い て 搬 入 物 検 査 を 実 施 し 、 産 業 廃  

棄 物 等 の 不 適 正 搬 入 を 防 止 す る 。 ま た 、 一 般 廃 棄 物 処  

理 業 者 へ の 立 入 調 査 、 関 係 法 令 や 交 通 安 全 の 講 習 会 等  

に よ り 適 正 処 理 を 推 進 す る 。  



 

5 

 

ｅ  国 際 協 力 事 業  

      各 国 が 抱 え て い る 廃 棄 物 の 課 題 解 決 に 向 け 、 国 や Ｊ Ｉ  

Ｃ Ａ 等 と 連 携 し て 支 援 を 実 施 す る 。  

    (イ)  事 務 所  

    ａ  事 務 所 等 運 営  

      収 集 事 務 所 等 の 維 持 管 理 を 行 う 。  

    ｂ  事 務 所 等 整 備 補 修  

      収 集 事 務 所 等 の 整 備 ・ 補 修 を 実 施 す る 。  

    (ウ)  車 両 管 理  

    ａ  車 両 維 持 管 理 等  

      収 集 車 両 の 維 持 管 理 や 燃 料 の 調 達 等 を 行 う 。  

    ｂ  車 両 調 達  

      ご み の 収 集 運 搬 業 務 で 使 用 す る 車 両 を 調 達 す る 。  

  イ  適 正 処 理  

   (ｱ)  適 正 処 理 総 務  

    ａ  家 庭 ご み の 収 集 運 搬  

     (a)  家 庭 ご み 収 集 運 搬 業 務 委 託 事 業  

       プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 包 装 及 び 缶 ・ び ん ・ ペ ッ ト ボ ト  

ル の 収 集 運 搬 業 務 を 、 民 間 事 業 者 へ 委 託 し 実 施 す る 。  

     (b)  中 継 輸 送 業 務 委 託 等  

         家 庭 ご み 収 集 運 搬 業 務 の 効 率 化 や ご み 焼 却 工 場 の 安  

定 稼 働 を 支 え る 中 継 輸 送 施 設 の 管 理 運 営 業 務 等 を 民 間  

事 業 者 等 へ 委 託 し 実 施 す る 。  

     (c)  粗 大 ご み 処 理 事 業  

        粗 大 ご み の 受 付 業 務 及 び 収 集 業 務 等 を 、 民 間 事 業 者  

等 へ 委 託 し 実 施 す る 。 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 申 込 み 等

      に お け る 粗 大 ご み 処 理 手 数 料 の 支 払 方 法 に 電 子 決 済 を  
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導 入 す る 。  

     (d)  適 正 処 理 総 務 管 理 等  

        集 積 場 所 の 改 善 を 行 う と と も に 、 ふ れ あ い 収 集 や  

      い わ ゆ る 「 ご み 屋 敷 」 の 解 消 な ど 、 ご み の 排 出 支 援  

      を 実 施 す る 。  

    ｂ  き れ い な ま ち 横 浜 の 推 進  

      (a)  ク リ ー ン タ ウ ン 横 浜 事 業  

       横 浜 の 玄 関 口 で も あ り 、 多 く の 方 が 訪 れ る 横 浜 駅  

      周 辺 の 美 化 を 強 化 す る ほ か 、 清 掃 活 動 ・ 美 化 活 動 に  

      取 り 組 む 企 業 や 団 体 を 支 援 し 、 地 域 や 市 民 ・ 事 業 者  

      と 連 携 し た 美 化 活 動 を 推 進 す る 。 ま た 、 海 洋 プ ラ ス  

      チ ッ ク ご み 削 減 へ の 取 組 と し て 、 河 川 や そ の 周 辺 の  

      ご み の 分 布 ・ 実 態 調 査 を 実 施 す る 。 さ ら に 、 横 浜 駅  

      西 口 周 辺 に お け る 喫 煙 禁 止 の 指 定 区 域 拡 大 に 向 け た  

      取 組 を 進 め る ほ か 、 巡 回 指 導 を 行 う と と も に 、 歩 き  

      た ば こ 防 止 や 喫 煙 マ ナ ー 向 上 に 取 り 組 む 。  

      (b)  不 法 投 棄 等 対 策 事 業  

        不 法 投 棄 さ れ た 廃 棄 物 の 早 期 撤 去 を 行 う ほ か 、 不  

      法 投 棄 の 防 止 を 図 る 。 ま た 、 「 横 浜 市 放 置 自 動 車 及  

      び 沈 船 等 の 発 生 の 防 止 及 び 適 正 な 処 理 に 関 す る 条 例  

      」 に 基 づ き 、 放 置 自 動 車 を 撤 去 、 処 分 す る 。  

    (イ)  工 場  

     ａ  ご み 焼 却 工 場 の 管 理 ・ 運 営  

     (a)  工 場 運 営 等  

        ご み の 焼 却 処 理 に 必 要 な 薬 品 の 購 入 や 焼 却 灰 の 運 搬  

業 務 委 託 等 を 実 施 す る 。 ま た 、 ご み 焼 却 工 場 で 創 出 し  

た 電 力 等 を 売 却 し 、 財 源 を 確 保 す る 。  
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     (b)  工 場 補 修 等  

        ご み 焼 却 工 場 の プ ラ ン ト 設 備 等 の 補 修 や 整 備 を 実

       施 す る 。  

    ｂ  保 土 ケ 谷 工 場 再 整 備 事 業  

新 た な 保 土 ケ 谷 工 場 の 建 設 工 事 に 向 け た 事 業 者 選 定 を

     行 う 。 ま た 、 工 場 の 再 整 備 中 に お い て も 中 継 輸 送 機 能 を

     確 保 す る た め 、 中 継 輸 送 施 設 の 建 設 工 事 及 び 橋 梁 等 の 解

     体 工 事 な ど を 実 施 す る 。  

    ｃ  焼 却 灰 資 源 化 事 業  

      焼 却 灰 の 資 源 化 を 実 施 す る 。  

    ｄ  工 場 環 境 保 全 調 査 等  

      環 境 法 令 等 に 基 づ き 、 排 出 ガ ス や 排 水 等 の 有 害 物 質 の

     調 査 を 実 施 す る 。 ま た 、 ご み の 組 成 調 査 を 実 施 す る 。  

    ｅ  港 南 工 場 跡 地 活 用 事 業  

      済 生 会 横 浜 市 南 部 病 院 の 移 転 ・ 再 整 備 の た め 、 崖 地 対

      策 工 事 の 実 施 と 既 存 建 物 解 体 の 経 費 負 担 を 行 う 。  

(ウ)  処 分 地  

    ａ  最 終 処 分 場 の 管 理 ・ 運 営  

     (a)  南 本 牧 最 終 処 分 場 の 管 理 ・ 運 営  

       南 本 牧 第 ５ ブ ロ ッ ク 廃 棄 物 最 終 処 分 場 の 管 理 ・ 運 営  

      を 適 正 に 行 う 。 ま た 、 最 終 処 分 場 の 安 定 稼 働 が 継 続 で  

き る よ う 、 排 水 処 理 施 設 の 補 修 ・ 更 新 を 計 画 的 に 実 施  

す る 。  

    (b)  埋 立 て を 終 了 し た 最 終 処 分 場 の 管 理 ・ 運 営  

       埋 立 て を 終 了 し た 最 終 処 分 場 の 排 水 処 理 施 設 や 神 明 台  

処 分 地 ス ポ ー ツ 施 設 の 管 理 ・ 運 営 等 を 適 正 に 行 う 。  

    ｂ  南 本 牧 第 ５ ブ ロ ッ ク 廃 棄 物 最 終 処 分 場 整 備 事 業  
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      第 ５ ブ ロ ッ ク 廃 棄 物 最 終 処 分 場 の 整 備 に 係 る 既 設 外 周

     護 岸 等 の 負 担 金 を 支 出 す る 。  

    ｃ  処 分 地 環 境 保 全 調 査  

      環 境 法 令 等 に 基 づ き 、 排 水 や 汚 泥 等 の 有 害 物 質 等 の 調  

査 、 周 辺 環 境 に 対 す る 影 響 調 査 を 実 施 す る 。  

   (エ)  産 業 廃 棄 物 対 策  

    ａ  産 業 廃 棄 物 の 適 正 処 理  

     (a)  排 出 事 業 者 指 導 等  

       産 業 廃 棄 物 の 発 生 抑 制 、 減 量 化 、 資 源 化 及 び 適 正 処  

      理 を 推 進 す る た め 、 排 出 事 業 者 ・ 処 理 施 設 ・ 許 可 業 者

へ の 立 入 調 査 や 多 量 排 出 事 業 者 へ の 指 導 を 実 施 す る と

と も に 、 プ ラ ス チ ッ ク 対 策 と し て 多 量 に 排 出 す る 事 業

者 に リ サ イ ク ル 等 を 働 き か け る 。 ま た 、 廃 棄 物 処 理 法

及 び 自 動 車 リ サ イ ク ル 法 に 基 づ く 許 可 申 請 に 対 す る 審

査 を 進 め る と と も に 、 建 設 リ サ イ ク ル 法 の 的 確 な 運 用

を 図 る 。  

     (b)  不 適 正 処 理 監 視 ・ 指 導 強 化 事 業  

        産 業 廃 棄 物 の 不 適 正 処 理 に 対 し 迅 速 な 対 応 を 図 る と

      と も に 、 違 法 事 案 に 対 し て 監 視 ・ 指 導 を 実 施 す る 。  

     (c)   Ｐ Ｃ Ｂ 適 正 処 理 推 進  

        市 内 事 業 者 に 対 し 、 低 濃 度 Ｐ Ｃ Ｂ が 使 用 さ れ た 電 気

      機 器 の 保 有 確 認 等 を 促 す 。 ま た 、 処 分 期 間 を 過 ぎ て も

      処 分 が さ れ な い 高 濃 度 Ｐ Ｃ Ｂ 廃 棄 物 に つ い て 、 本 市 が

      行 政 代 執 行 に よ り 処 分 す る 。  

     ｂ  南 本 牧 最 終 処 分 場 埋 立 事 業 等  

      市 内 中 小 企 業 等 の 産 業 廃 棄 物 の 受 入 れ を 行 い 、 産 業 廃

     棄 物 の 埋 立 業 務 や 排 水 処 理 施 設 の 管 理 ・ 運 営 に 要 す る 経
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     費 を 支 出 す る 。  

    ｃ  戸 塚 区 品 濃 町 最 終 処 分 場 特 定 支 障 除 去 等 事 業  

      公 共 水 域 の 汚 染 の 拡 散 を 防 止 す る た め 、 処 分 場 内 外 に

     設 置 し て い る 井 戸 で 汚 水 を 汲 み 上 げ 、 排 水 処 理 施 設 で 浄

     化 し 、 下 水 道 に 放 流 す る 。 ま た 、 行 政 代 執 行 に 要 し た 費

     用 に つ い て は 、 引 き 続 き 、 原 因 者 へ 費 用 求 償 を 行 う 。  

(4)  収 集 ・ 運 搬 計 画  

ア  区 域  

横 浜 市 全 域  

イ  分 別 の 区 分 と 排 出 ・ 収 集 運 搬 方 法  

    (ｱ)  家 庭 ご み  

ａ  行 政 回 収  

(a)  燃 や す ご み 、 燃 え な い ご み 、 ス プ レ ー 缶 、 乾 電 池

       、 プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 包 装 、 缶 ・ び ん ・ ペ ッ ト ボ ト

       ル 、 小 さ な 金 属 類 、 粗 大 ご み  

 分 別 の 区 分  
排 出 方 法  

収 集 運

搬 方 法   説 明  

１  燃 や す

ご み  

こ の 表 の ２ か ら ８ ま

で の 項 及 び ３ (4)イ ( ｱ )

ａ (b)古 紙 及 び 古 布 に

属 さ な い も の  

集 積 場 所 （

集 積 場 所 を

利 用 し よ う

と す る 市 民

等 が 協 議 の

う え 位 置 を

定 め 、 そ の

場 所 を 市 に

申 し 出 て 、

市 が 収 集 可

能 で あ る と

確 認 し た 場

所 の み と す

る 。） ご と

に 指 定 さ れ

た 曜 日 の 朝

８ 時 ま で に

排 出 。 （ ※

透 明 若 し く

は 半 透 明 の

袋 で 、 又 は

透 明 若 し く

は 半 透 明 の

袋 に 入 れ ふ

た 付 き の 容

器 で 排 出 。  

週 ２ 回

、 集 積

場 所 に

て 収 集

（ 燃 や

す ご み

の 日 に

収 集 。

）。 （

※ １ ）  
２  燃 え な

い ご み  

ガ ラ ス 製 品 、 陶 磁 器

製 品 、 そ の 他 焼 却 し

な い も の （ こ の 表 の

６ 項 及 び ８ 項 に 該 当

す る も の を 除 く 。）

及 び 蛍 光 灯 、 電 球  

購 入 時 の 箱

や 新 聞 紙 な

ど で 包 み 、

製 品 名 を 表

示 し て 排 出

。  

３  ス プ レ

ー 缶  

主 と し て 金 属 で で き

て い る エ ア ゾ ー ル 缶

（ カ ー ト リ ッ ジ 式 ガ

ス ボ ン ベ を 含 む 。）  

中 身 を 出 し

切 り 、 透 明

又 は 半 透 明

の 袋 で 排 出
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１ ） （ ※ ２

）  

。  

４  乾 電 池  一 次 電 池 の う ち 、 マ

ン ガ ン 乾 電 池 、 ア ル

カ リ 乾 電 池 、 ニ ッ ケ

ル 系 一 次 電 池 、 リ チ

ウ ム 電 池  

透 明 又 は 半

透 明 の 袋 で

排 出 。  

５  プ ラ ス

チ ッ ク

製 容 器

包 装 （

※ ３ ）  

商 品 の 容 器 包 装 の う

ち 、 主 と し て プ ラ ス

チ ッ ク 製 の も の ( こ

の 表 の ６ 項 の ペ ッ ト

ボ ト ル に 該 当 す る も

の を 除 く 。 ) で あ っ

て 、 次 に 掲 げ る も の  

(1)  箱 及 び ケ ー ス  

(2)  瓶  

(3)  た る 及 び お け  

(4)  カ ッ プ 形 の 容 器  

及 び コ ッ プ  

(5)  皿  

(6)  く ぼ み を 有 す る  

シ ー ト 状 の 容 器  

(7)  チ ュ ー ブ 状 の 容  

 器  

(8)  袋  

(9)  (1)か ら (8) ま で に  

掲 げ る も の に 準 ず  

る 構 造 ・ 形 状 等 を  

有 す る 容 器  

(10)  容 器 の 栓 ・ ふ た  

・ キ ャ ッ プ そ の 他  

こ れ ら に 類 す る も  

の  

(11)  容 器 に 入 れ ら れ  

た 商 品 の 保 護 又 は  

固 定 の た め に 、 加  

工 ・ 当 該 容 器 へ の  

接 着 等 が さ れ 、 当  

該 容 器 の 一 部 と し  

て 使 用 さ れ る 容 器  

(12)  包 装  

中 身 を 残 さ

な い よ う に

し 、 容 器 を

軽 く す す ぐ

又 は ふ い て

、 透 明 若 し

く は 半 透 明

の 袋 で 、 又

は 透 明 若 し

く は 半 透 明

の 袋 に 入 れ

ふ た 付 き の

容 器 で 排 出

。  

週 １ 回

、 集 積

場 所 に

て 収 集

（ プ ラ

ス チ ッ

ク 製 容

器 包 装

の 日 に

収 集 ）

。 （ ※

１ ）  

 

６  缶 ・ び

ん ・ ペ

ッ ト ボ

ト ル  

商 品 の 容 器 の う ち 、

缶 ： 鋼 製 又 は ア ル ミ

ニ ウ ム 製 の 缶 （ カ ッ

プ 形 の も の を 含 む 。

） で あ っ て 、 飲 食 品

ふ た （ 缶 は

ふ た と 本 体

が 分 離 し た

場 合 に 限 る

。） や ラ ベ

週 １ 回

、 集 積

場 所 に

て 収 集

（ 缶 ・
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（ 飲 み 薬 を 含 む 。 以

下 「 飲 食 品 」 と い う

。） が 充 て ん さ れ た

も の  

び ん ： 主 と し て ガ ラ

ス 製 の ① 瓶 、 ② カ ッ

プ 形 の 容 器 及 び コ ッ

プ 、 ③ 皿 、 ④ ① ～ ③

に 準 ず る 構 造 ・ 形 状

等 を 有 す る 容 器 で あ

っ て 、 飲 食 品 が 充 て

ん さ れ た も の  

ペ ッ ト ボ ト ル ： 主 と

し て ポ リ エ チ レ ン テ

レ フ タ レ ー ト 製 の 瓶

又 は そ れ に 準 ず る 構

造 ・ 形 状 等 を 有 す る

容 器 で あ っ て 、 飲 料

、 し ょ う ゆ 、 し ょ う

ゆ 加 工 品 、 み り ん 風

調 味 料 、 食 酢 、 調 味

酢 又 は ド レ ッ シ ン グ

タ イ プ 調 味 料 が 充 て

ん さ れ た も の  

ル は は ず し

て 中 を 軽 く

す す ぎ 、 缶

・ び ん は つ

ぶ さ ず 、 ペ

ッ ト ボ ト ル

は つ ぶ し 、

缶 ・ び ん ・

ペ ッ ト ボ ト

ル を 一 緒 に

透 明 若 し く

は 半 透 明 の

袋 、 又 は 透

明 若 し く は

半 透 明 の 袋

に 入 れ ふ た

付 き 容 器 で

排 出 。  

び ん ・

ペ ッ ト

ボ ト ル

の 日 に

収 集 ）

。 （ ※

１ ）  

７  小 さ な

金 属 類  

主 と し て 金 属 で で き

て い る も の （ 以 下 「

金 属 製 」 と い う 。）

で 、 一 辺 が 30 セ ン チ

メ ー ト ル 未 満 の も の

（ こ の 表 の ３ 項 及 び

６ 項 に 該 当 す る も の

を 除 く 。） 及 び か さ

の 骨  

袋 に 入 れ ず

に 排 出 （ た

だ し 、 細 か

く て 散 乱 す

る お そ れ の

あ る も の は

透 明 又 は 半

透 明 の 袋 に

入 れ る 。 刃

物 等 危 険 な

も の は 新 聞

紙 な ど で 包

み 製 品 名 を

表 示 し て 排

出 。）。  

８  粗 大 ご

み  

金 属 製 の も の で 、 一

辺 が 30 セ ン チ メ ー ト

ル 以 上 の も の 及 び 金

属 製 以 外 で 50 セ ン チ

メ ー ト ル 以 上 の も の

（ か さ の 骨 、 蛍 光 灯

、 こ の 表 の ５ 項 に 該

次 の い ず れ か の 方 法 に よ

る 。  

(1)  電 話 又 は イ ン タ ー ネ  

ッ ト に よ る 申 込 み 後 、  

粗 大 ご み 収 集 シ ー ル （  

手 数 料 納 付 済 み の も の  

。） 又 は 、 受 付 番 号 を  

申 込 み

の 際 に

指 定 し

た 日 及

び 場 所

に て 収

集 。  
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当 す る も の 、 ３ (4)イ

(ア) ａ (ｂ) 古 紙 及 び 古 布

に 該 当 す る も の を 除

く 。）  

記 載 し た 紙 を 貼 付 し て  

、 指 定 さ れ た 日 の 朝 ８  

時 ま で に 指 定 さ れ た 場  

所 へ 排 出 。  

(2)  電 話 又 は イ ン タ ー ネ  

ッ ト に よ る 申 込 み 後 、  

粗 大 ご み 収 集 シ ー ル （  

手 数 料 納 付 済 み の も の  

。） 又 は 、 受 付 番 号 を  

記 載 し た 紙 を 貼 付 し て  

、 排 出 者 自 ら が ３ (4) エ  

に 定 め る 搬 入 先 に 搬 入  

。  

※ １  ふ れ あ い 収 集 に お け る 排 出 方 法 及 び 収 集 運 搬 方 法 に つ い て は  

  、 対 象 者 と の 取 り 決 め に よ る 。  

※ ２  集 積 場 所 へ の 排 出 の ほ か 、 排 出 者 自 ら が 、 ご み が 発 生 し た 場

所 に 存 す る 区 域 の 資 源 循 環 局 事 務 所 （ 北 部 事 務 所 を 除 く 。） に

申 し 込 み 、 １ 項 は ３ (5) ア (ア) に 定 め る 施 設 の う ち 燃 や す ご み の 区

分 に 対 応 し た 施 設 、 ２ 項 （ 蛍 光 灯 及 び 電 球 を 除 く 。） は 南 本 牧

第 ５ ブ ロ ッ ク 廃 棄 物 最 終 処 分 場 に 搬 入 す る こ と が で き る 。  

ま た 、 こ の 表 の ２ か ら ７ ま で の 項 に つ い て は 、 排 出 者 自 ら が  

、 資 源 循 環 局 事 務 所 （ 緑 事 務 所 、 栄 事 務 所 及 び 北 部 事 務 所 を 除

く 。）、 長 坂 谷 ス ト ッ ク ヤ ー ド （ 緑 区 寺 山 町 745 番 地 の 45 ） 及

び 栄 ス ト ッ ク ヤ ー ド （ 栄 区 上 郷 町 1,570 番 地 の １ ） へ 持 ち 込 む こ

と が で き る 。  

※ ３  容 器 包 装 に 係 る 分 別 収 集 及 び 再 商 品 化 の 促 進 等 に 関 す る 法 律

  （ 平 成 ７ 年 法 律 第  112 号 ） 第 ２ 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 に 規 定 す る  

「 特 定 容 器 」 及 び 「 特 定 包 装 」 の う ち 、 主 と し て プ ラ ス チ ッ ク  

製 の 容 器 包 装 （ ペ ッ ト ボ ト ル 以 外 の も の 。） の こ と （ た だ し 、  

在 宅 医 療 に よ り 排 出 さ れ る ビ ニ ー ル バ ッ グ 類 に つ い て は 「 燃 や  

す ご み 」 と し て 排 出 。）。   

      (b)  古 紙 及 び 古 布  
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 分 別 の 区 分  
排 出 方 法  

収 集 運

搬 方 法   説 明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 古 紙  新 聞 、 段 ボ ー ル 、 紙 パ

ッ ク 、 雑 誌 ・ そ の 他 の

紙 （ 新 聞 、 段 ボ ー ル 、

紙 パ ッ ク 、 雑 誌 以 外 の

紙 ） （ 汚 れ が 著 し い も

の 、 銀 紙 、 裏 カ ー ボ ン

紙 、 内 側 が ア ル ミ 張 り

の 紙 パ ッ ク 、 捺 染 紙 （

ア イ ロ ン プ リ ン ト 用 熱

転 写 紙 ）、 感 熱 発 泡 紙

、 ヨ ー グ ル ト ・ ア イ ス

ク リ ー ム の 紙 製 容 器 、

カ ッ プ 麺 の 紙 製 容 器 、

洗 剤 の 紙 製 容 器 、 石 け

ん の 個 別 包 装 紙 は 除 く

。）  

新 聞 、 段 ボ ー ル 、 紙 パ

ッ ク 、 雑 誌 ・ そ の 他 の

紙 を 種 類 ご と に ま と め

、 ひ も で し ば っ て 排 出

（ そ の 他 の 紙 で 大 き さ

の 揃 わ な い も の や 、 細

か い も の は 、 紙 袋 又 は

透 明 若 し く は 半 透 明 の

袋 に 入 れ て 排 出 。）。 （

※ ４ ）  

指 定 し

た 日 時

及 び 場

所 に て

収 集 。

( ※ ５

）  

２ 古 布  主 と し て 繊 維 で で き て

い る 製 品 ( 衣 類 、 シ ー

ツ 、 毛 布 、 カ ー テ ン 、

タ オ ル 、 ハ ン カ チ 、 タ

オ ル ケ ッ ト 、 布 団 カ バ

ー ( 汚 れ や 破 れ の あ る

も の 、 綿 入 り の も の は

除 く 。）） 

透 明 又 は 半 透 明 の 袋 で

排 出 。 ( ※ ４ ）  

指 定 し

た 日 時

及 び 場

所 に て

収 集 。

( ※ ５

）  

※ ４  排 出 者 自 ら が 、 資 源 循 環 局 事 務 所 （ 緑 事 務 所 、 栄 事 務 所 及 び  

北 部 事 務 所 を 除 く 。）、 長 坂 谷 ス ト ッ ク ヤ ー ド （ 緑 区 寺 山 町  7  

45 番 地 の 45 ） 及 び 栄 ス ト ッ ク ヤ ー ド （ 栄 区 上 郷 町 1,570 番 地  

の １ ） へ 持 ち 込 む こ と が で き る 。 ま た 、 段 ボ ー ル を 除 き 、 排 出  

者 自 ら が 、 各 地 域 に 設 置 さ れ て い る 資 源 回 収 ボ ッ ク ス に 持 ち 込  

む こ と が で き る 。  

※ ５  ふ れ あ い 収 集 に お け る 排 出 方 法 及 び 収 集 運 搬 方 法 に つ い て は  

、 対 象 者 と の 取 り 決 め に よ る 。  

(c)  小 型 家 電 及 び 水 銀 式 の 体 温 計 ・ 血 圧 計 ・ 温 度 計  

 分 別 の 区 分  
排 出 方 法  

収 集 運

搬 方 法   説 明  
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１ 小 型 家

電  

電 気 、 電 池 で 作 動 す る

製 品 ( 蛍 光 灯 、 電 球 を

除 く 、 30 セ ン チ メ ー ト

ル × 15 セ ン チ メ ー ト ル

の 投 入 口 に 入 る 、 長 さ

30 セ ン チ メ ー ト ル 未 満

の 製 品 に 限 る 。 )  

電 池 類 を 取 り 外 し 、 区

役 所 や 資 源 循 環 局 事 務

所 等 に 設 置 さ れ て い る

専 用 の 回 収 ボ ッ ク ス へ

排 出 。 ま た 、 金 属 製 の

製 品 は ３ (4) イ (ｱ) ａ (a) ７

項 小 さ な 金 属 類 と し て

、 そ の 他 の 製 品 は ３ (4)

イ (ｱ) ａ (a) １ 項 燃 や す ご

み と し て も 排 出 で き る

( パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー タ ー を 除 く 。 ま た 、

二 次 電 池 が 取 り 外 せ な

い も の は 、 そ れ だ け を

透 明 又 は 半 透 明 の 袋 に

入 れ て 排 出 。）。 

適 宜 収

集  

２ 水 銀 式

の 体 温

計 ・ 血

圧 計 ・

温 度 計  

水 銀 式 の 体 温 計 ・ 血 圧

計 ・ 温 度 計 ( 割 れ て い

る も の を 除 く 。）  

購 入 時 の ケ ー ス や 透 明

又 は 半 透 明 の 袋 に 入 れ

て 、 区 役 所 や 資 源 循 環

局 事 務 所 の 受 付 窓 口 ま

た は 設 置 さ れ て い る 専

用 の 回 収 ボ ッ ク ス へ 排

出 。  

ま た 、 ３ (4) イ (ｱ) ａ (a) 2

項 燃 え な い ご み と し て

も 排 出 で き る 。  

適 宜 収

集  

b  資 源 集 団 回 収  

品 目  排 出 方 法  収 集 運 搬 方 法  

(1)  古 紙 類 ( 新 聞 、 段  

  ボ ー ル 、 紙 パ ッ ク 、  

雑 誌 ・ そ の 他 の 紙 ）  

(2)  布 類  

(3)  金 属 類 ( ア ル ミ 缶  

  ・ ス チ ー ル 缶 ( 食 料  

用 ・ 飲 料 用 ））  

(4)  び ん 類  

登 録 団 体 と 登 録 業 者 と

の 契 約 に よ る 。  

登 録 団 体 と 登

録 業 者 と の 契

約 に よ る 。 (

※ ６ ）  

※ ６  自 然 災 害 等 の 事 情 に よ り や む を 得 な い 場 合 又 は そ の 他 市 長 が  

必 要 と 認 め る 場 合 に は 、 市 長 が 収 集 を 行 う こ と が で き る 。  

(ｲ)  事 業 系 ご み ( 事 業 活 動 に 伴 っ て 生 ず る 一 般 廃 棄 物 ）  

以 下 の 分 別 の 区 分 に 従 い 、 排 出 及 び 収 集 運 搬 を 行 う も の  

と す る 。 な お 、 排 出 事 業 者 が 収 集 運 搬 を 他 人 に 委 託 す る 場  
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合 は 、 法 第 ６ 条 の ２ 第 ６ 項 に 従 い 、 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業  

許 可 業 者 又 は 専 ら 再 生 利 用 の 目 的 と な る 一 般 廃 棄 物 の み の  

収 集 又 は 運 搬 を 業 と し て 行 う 者 そ の 他 環 境 省 令 で 定 め る 者  

（ 以 下 「 収 集 運 搬 業 許 可 業 者 等 」 と い う 。） に 委 託 し な け  

れ ば な ら な い 。  

  

  

  

分 別 の 区 分  排 出 場 所  排 出 方 法  収 集 運 搬 方

法   説 明  

１  古 紙  新 聞 、 段 ボ

ー ル 、 紙 パ

ッ ク 、 雑 誌

、 オ フ ィ ス

紙 、 ミ ッ ク

ス ペ ー パ ー

( 名 刺 、 封

筒 、 葉 書 、

メ モ 用 紙 、

付 せ ん 紙 等

の 細 か な 紙

類 、 包 装 紙

、 紙 袋 、 菓

子 箱 、 割 り

箸 袋 、 シ ュ  

レ ッ ダ ー 紙

な ど 。） (

資 源 化 に 適

さ な い 可 能

性 の あ る も

の ( ※ ７ ）

は 除 く 。）  

次 の い ず れ

か と す る 。  

(1)  排 出 事  

業 者 自 ら  

が 運 搬 す  

る 場 合 は  

、 分 別 の  

区 分 に 応  

じ て 、 ３  

(5) イ に 記  

載 さ れ た  

施 設 ま で  

運 搬 し 排  

出 。  

(2)  当 該 事  

業 活 動 を  

行 う 敷 地  

内 に 排 出  

( ３ (4) イ  

(ｱ) a 行 政  

回 収 の 「  

排 出 方 法  

」 欄 に お  

い て 排 出  

場 所 と し  

て 使 用 さ  

れ る 集 積  

場 所 を 除  

く 。）。  

新 聞 、 段 ボ

ー ル 、 紙 パ

ッ ク 、 雑 誌

、 オ フ ィ ス

紙 、 ミ ッ ク

ス ペ ー パ ー

を 品 目 ご と

に 分 別 し 排

出 。  

排 出 事 業 者

自 ら が 運 搬

又 は 収 集 運

搬 業 許 可 業

者 等 が 収 集

運 搬 。  

２  木 く ず

、 生 ご

み  

資 源 化 す る

も の （ 資 源

化 を 推 奨 ）  

３ (5)イ に 定

め る 木 く ず

、 生 ご み の

搬 入 先 の 指

示 に 従 い 分

別 し て 排 出

。  

３  可 燃 性

の 廃 棄

物 及 び

不 燃 性

の 廃 棄

物  

こ の 表 の １

項 及 び ２ 項

の 分 別 の 区

分 に 属 さ な

い も の ( 別

表 に 記 載 さ

可 燃 性 廃 棄

物 と 不 燃 性

廃 棄 物 を 分

別 し て 排 出

。 な お 、 産

業 廃 棄 物 を
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 れ た 廃 棄 物

を 除 く 。）  

混 入 さ せ て

は な ら な い

。  

住 居 に 併 置

す る 事 業 所

又 は 福 祉 関

係 事 務 所 か

ら 排 出 さ れ

る 事 業 系 一

般 廃 棄 物 (

横 浜 市 廃 棄

物 等 の 減 量

化 、 資 源 化

及 び 適 正 処

理 等 に 関 す

る 規 則 第 ９

条 の 要 件 を

満 た し 、 同

規 則 第 10 条

に 定 め る 届

出 を 行 っ た

事 業 所 に 限

る 。）  

３ (4) イ (ｱ) ａ

行 政 回 収 の

分 別 の 区 分

に 準 ず る 。  

住 居 に 併 置

す る 事 業 所

は 、 ３ (4)

イ (ｱ) ａ 行 政

回 収 の 「 排

出 方 法 」 欄

に お い て 排

出 場 所 と し

て 使 用 さ れ

る 集 積 場 所

に 排 出 。  

福 祉 関 係 事

務 所 は 指 定

さ れ た 場 所

に 排 出 。  

３ (4)イ (ｱ) ａ

行 政 回 収 の

排 出 方 法 に

準 じ 、 か つ

排 出 時 の 透

明 又 は 半 透

明 の 袋 に 事

業 所 名 を 明

記 し 、○事 と

表 示 す る 。  

３ (4) イ (ｱ) ａ

行 政 回 収 の

収 集 運 搬 方

法 に 準 ず る

。  

※ ７  資 源 化 に 適 さ な い 可 能 性 の あ る も の と は 、 金 属 が つ い た 紙 、  

粘 着 物 の つ い た 紙 、 汚 れ が 著 し い 紙 、 臭 い の つ い た 紙 、 感 光 紙  

、 ビ ニ ー ル コ ー ト 紙 、 ワ ッ ク ス 加 工 品 、 油 紙 、 防 水 加 工 紙 、 捺  

染 紙 ( ア イ ロ ン プ リ ン ト 用 熱 転 写 紙 ）、 タ ー ポ リ ン 紙 、 硫 酸 紙  

、 感 熱 発 泡 紙 、 感 熱 紙 、 カ ー ボ ン 紙 、 ノ ン カ ー ボ ン 紙 、 合 成 紙  

等 を い う 。  

(ｳ)  そ の 他  

区 分  排 出 方 法  収 集 運 搬 方 法  

動 物 の 死 体  

( 遺 棄 動 物 の 死 体 に 限 る 。）  

－  適 宜 収 集  

不 法 投 棄  －  適 宜 収 集  

横 浜 市 建 築 物 等 に お け る 不 良

な 生 活 環 境 の 解 消 及 び 発 生 の

防 止 を 図 る た め の 支 援 及 び 措

置 に 関 す る 条 例 （ 平 成 28 年 ９

月 横 浜 市 条 例 第 45 号 ） 第 ６ 条

第 ２ 項 に 規 定 さ れ る 不 良 な 生

排 出 者 と の 取 り 決

め に よ る 。  

排 出 者 と の 取

り 決 め に よ る

。  



 

17 

 

活 環 境 の 防 止 に 必 要 な 対 応 に

よ り 排 出 さ れ た 一 般 廃 棄 物 及

び 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り

排 出 さ れ た 一 般 廃 棄 物 （ 以 下

「 い わ ゆ る 「 ご み 屋 敷 」 対 策

条 例 に 規 定 さ れ た 一 般 廃 棄 物

」 と い う 。）  

地 域 清 掃 、 そ の 他  随 時 排 出  適 宜 収 集  

ウ  横 浜 市 が 収 集 し な い ご み  

区 分  品 目  排 出 方 法  

排 出 禁 止

物 ( 条 例

第 30 条 第

1 項 関 連

）  

特 定 家 庭 用 機 器 廃 棄 物 ( 特 定 家 庭 用 機

器 再 商 品 化 法 ( 平 成 10 年 法 律 第 97 号 ）

第 ２ 条 第 ５ 項 に 規 定 す る 特 定 家 庭 用 機

器 廃 棄 物 を い う 。 以 下 、 同 じ 。） で あ

る エ ア コ ン ・ テ レ ビ ・ 冷 蔵 庫 ・ 冷 凍 庫

・ 洗 濯 機 ・ 衣 類 乾 燥 機 、 自 動 車 、 オ ー

ト バ イ 、 Ｆ Ｒ Ｐ 船 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ

ュ ー タ ー ( ３ (4) イ (ｱ) ａ (c) に 該 当 す る も

の を 除 く 。）、 消 火 器 、 大 量 の 自 転 車

、 タ イ ヤ ( 自 動 車 、 バ イ ク ）、 自 動 車

・ 二 輪 車 用 バ ッ テ リ ー 、 小 型 充 電 式 電

池 、 ボ タ ン 電 池 、 プ ロ パ ン ガ ス ボ ン ベ

、 高 圧 ガ ス 容 器 、 ピ ア ノ 、 廃 油 、 塗 料

、 薬 品 類 、 耐 火 金 庫 、 廃 棄 物 の 処 理 及

び 清 掃 に 関 す る 法 律 施 行 令 ( 昭 和 46 年

政 令 第  300 号 ） 第 ３ 条 第 １ 号 ホ に 規 定

す る 石 綿 含 有 一 般 廃 棄 物 ( 非 飛 散 性 の

も の は 除 く 。）、 そ の 他 収 集 及 び 処 理

に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す も の  

メ ー カ ー 及 び

販 売 店 等 に 相

談 し 、 適 正 に

処 理 。  

廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 施

行 令 第 ３ 条 第 １ 号 ホ に 規 定 す る 石 綿 含

有 一 般 廃 棄 物 の う ち 、 非 飛 散 性 の も の  

排 出 者 自 ら 又

は 収 集 運 搬 業

許 可 業 者 等 に

収 集 運 搬 を 委

託 し 、 南 本 牧

第 ５ ブ ロ ッ ク

廃 棄 物 最 終 処

分 場 に 搬 入 。  

一 時 多 量

ご み  

収 集 作 業 に 支 障 を 生 じ る も の  排 出 者 自 ら 又

は 収 集 運 搬 業

許 可 業 者 等 に

収 集 運 搬 を 委

託 し 、 市 長 の

指 定 す る 施 設

に 搬 入 。  

エ  粗 大 ご み を 排 出 者 が 持 ち 込 む 場 合 の 搬 入 先 ( 条 例 別 表 第 １  
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関 連 ）  

搬 入 先  所 在 地  

鶴 見 資 源 化 セ ン タ ー  鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15 番 地 の １  

長 坂 谷 ス ト ッ ク ヤ ー ド  緑 区 寺 山 町  745 番 地 の 45  

栄 ス ト ッ ク ヤ ー ド  栄 区 上 郷 町  1,570 番 地 の １  

神 明 台 ス ト ッ ク ヤ ー ド  泉 区 池 の 谷  3,949 番 地 の １  

オ  横 浜 市 が 処 分 す る 一 般 廃 棄 物 の 運 搬 先 と し て 、 市 長 が 指 定  

す る 施 設 ( 条 例 第 37 条 第 1 項 及 び 同 条 第 ２ 項 並 び に 別 表 第 １  

関 連 ）  

施 設 名  所 在 地  

鶴 見 工 場  鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15 番 地 の １  

保 土 ケ 谷 工 場 ( ※ ８ ）  保 土 ケ 谷 区 狩 場 町 355 番 地  

旭 工 場  旭 区 白 根 二 丁 目 ８ 番 １ 号  

金 沢 工 場  金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７ 番 地 の １  

都 筑 工 場  都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

南 本 牧 第 ５ ブ ロ ッ ク 廃 棄

物 最 終 処 分 場  

中 区 南 本 牧 ３ 番 の １ 及 び ４ 番 の １ 地 先  

神 明 台 ス ト ッ ク ヤ ー ド  泉 区 池 の 谷  3,949 番 地 の １  

鶴 見 資 源 化 セ ン タ ー  鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15 番 地 の １  

※ ８  一 時 休 止 中 の た め 、 災 害 時 な ど 緊 急 的 な 場 合 に 限 る 。  

カ  一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 の 許 可  

    取 扱 廃 棄 物 の 種 類 が 一 般 廃 棄 物 （ ご み （ 横 浜 市 が 収 集 す る  

も の を 除 く ）） で あ る 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 に つ い て は 、 新  

た な 許 可 は 行 わ な い ( 詳 細 は 、 「 横 浜 市 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬  

業 の 許 可 に 関 す る 基 本 方 針 」 の と お り 。）。  

 

(5)  処 理 ・ 処 分 計 画  

ア  家 庭 ご み  

(ｱ)  行 政 回 収  

区 分  
搬 入 先 ( 中 継 施 設 は 除 く 。）  処 理 方

法  施 設 名  所 在 地  

燃 や す ご み 、

可 燃 性 の 粗 大

鶴 見 工 場 ( 破

砕 物 は 鶴 見 資

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15

番 地 の １  

焼 却  
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ご み ( 資 源 化

可 能 な 粗 大 ご

み を 除 く 。）  

源 化 セ ン タ ー

）  

保 土 ケ 谷 工 場

( ※ ８ ）  

保 土 ケ 谷 区 狩 場 町  355 

番 地  

旭 工 場  旭 区 白 根 二 丁 目 ８ 番 １

号  

金 沢 工 場  金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７ 番

地 の １  

都 筑 工 場  都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

不 燃 性 の 粗 大

ご み ( 資 源 化

可 能 な 粗 大 ご

み を 除 く 。）  

南 本 牧 第 ５ ブ

ロ ッ ク 廃 棄 物

最 終 処 分 場  

中 区 南 本 牧 ３ 番 の １ 及

び ４ 番 の １ 地 先  

埋 立 て  

ス プ レ ー 缶 、

燃 え な い ご み  

鶴 見 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15

番 地 の １  

資 源 化  

保 土 ケ 谷 ス ト

ッ ク ヤ ー ド  

保 土 ケ 谷 区 狩 場 町  355 

番 地  

旭 ス ト ッ ク ヤ

ー ド  

旭 区 白 根 二 丁 目 ８ 番 １

号  

金 沢 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７ 番

地 の １  

都 筑 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

神 奈 川 ス ト ッ

ク ヤ ー ド  

神 奈 川 区 新 浦 島 町 ２ 丁

目 ４ 番 地 の ２  

戸 塚 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

戸 塚 区 名 瀬 町  443 番 地

の １  

神 明 台 ス ト ッ

ク ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番 地

の １  

南 本 牧 第 ５ ブ

ロ ッ ク 廃 棄 物

最 終 処 分 場  

中 区 南 本 牧 ３ 番 の １ 及

び ４ 番 の １ 地 先  

埋 立 て

( ※ ９

）  

乾 電 池  神 明 台 ス ト ッ

ク ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番 地

の １  

資 源 化  

プ ラ ス チ ッ ク

製 容 器 包 装  

民 間 処 理 施 設  

缶 ・ び ん ・ ペ

ッ ト ボ ト ル  

鶴 見 資 源 化 セ

ン タ ー  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15

番 地 の １  

金 沢 資 源 選 別

セ ン タ ー  

金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７ 番

地 の １  

緑 資 源 選 別 セ

ン タ ー  

緑 区 上 山 一 丁 目 ３ 番 １

号  
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戸 塚 資 源 選 別

セ ン タ ー  

戸 塚 区 上 矢 部 町  1,921 

番 地 の 12  

小 さ な 金 属 類  鶴 見 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15

番 地 の １  

金 沢 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７ 番

地 の １  

緑 資 源 選 別 セ

ン タ ー  

緑 区 上 山 一 丁 目 ３ 番 １

号  

戸 塚 資 源 選 別

セ ン タ ー  

戸 塚 区 上 矢 部 町  1,921 

番 地 の 12  

神 明 台 ス ト ッ

ク ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番 地

の １  

資 源

化 可

能 な

粗 大

ご み  

再 使 用

可 能 な

家 具 類  

栄 リ ユ ー ス 品

ヤ ー ド  

栄 区 上 郷 町  1,570 番 地

の １  

再 使 用  

神 明 台 リ ユ ー

ス 品 ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番 地

の １  

金 属 製

品  

栄 粗 大 金 属 ヤ

ー ド  

栄 区 上 郷 町  1,570 番 地

の １  

資 源 化  

神 明 台 粗 大 金

属 ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番 地

の １  

羽 毛 布

団  

鶴 見 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15

番 地 の １  

旭 ス ト ッ ク ヤ

ー ド  

旭 区 白 根 二 丁 目 ８ 番 １

号  

都 筑 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

古 紙  鶴 見 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15

番 地 の １  

都 筑 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

神 明 台 ス ト ッ

ク ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番 地

の １  

栄 ス ト ッ ク ヤ

ー ド  

栄 区 上 郷 町  1,570 番 地

の １  

民 間 処 理 施 設  

古 布  鶴 見 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15

番 地 の １  

資 源 化

・  

再 使 用  都 筑 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

神 明 台 ス ト ッ

ク ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番 地

の １  

栄 ス ト ッ ク ヤ

ー ド  

栄 区 上 郷 町  1,570 番 地

の １  

小 型 家 電  神 明 台 ス ト ッ

ク ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番 地

の １  

資 源 化  

水 銀 式 の 体 温 神 明 台 ス ト ッ 泉 区 池 の 谷  3,949 番 地 資 源 化  
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計 ・ 血 圧 計 ・

温 度 計  

ク ヤ ー ド  の １  

※ ９  燃 え な い ご み の う ち 、 上 記 施 設 に 搬 入 し な い も の に 限 る 。  

(ｲ)  資 源 集 団 回 収  

品 目  搬 入 先  処 理 方

法  

古 紙 類 ( 新 聞 、 雑

誌 ・ そ の 他 の 紙 、

段 ボ ー ル 、 紙 パ ッ

ク ）、 布 類 、 金 属

類 ( ア ル ミ 缶 ・ ス

チ ー ル 缶 ( 食 料 用

・ 飲 料 用 ））、 び ん

類  

民 間 処 理 施 設  資 源 化

・ 再 使

用  

イ  事 業 系 ご み  

以 下 の 区 分 に 従 い 、 処 分 を 行 う も の と す る 。 な お 、 排 出 事  

業 者 が 処 分 を 他 人 に 委 託 す る 場 合 は 、 法 第 ６ 条 の ２ 第 ６ 項 に  

従 い 、 一 般 廃 棄 物 処 分 業 許 可 業 者 又 は 専 ら 再 生 利 用 の 目 的 と  

な る 一 般 廃 棄 物 の み の 処 分 を 業 と し て 行 う 者 そ の 他 環 境 省 令  

で 定 め る 者 （ 以 下 「 処 分 業 許 可 業 者 等 」 と い う 。） に 委 託 し  

な け れ ば な ら な い 。  

区 分  
搬 入 先  処 理 方

法  施 設 名  所 在 地  

古 紙  資 源 化 を 行 う 処 分 業 許 可 業 者 等 の 施

設  

資 源 化  

木 く ず 、 生 ご み  

可 燃 性 の 廃 棄 物 （

別 表 に 記 載 さ れ た

廃 棄 物 を 除 く 。 資

源 化 に 適 さ な い 可

能 性 の あ る 古 紙 、

資 源 化 し な い 木 く

ず 及 び 生 ご み を 含

む 。）  

鶴 見 工

場 （ 破

砕 物 は

鶴 見 資

源 化 セ

ン タ ー

）  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目 15 番

地 の １  

焼 却  

保 土 ケ

谷 工 場

（ ※ ８

）  

保 土 ケ 谷 区 狩 場 町 355 番 地  

旭 工 場  旭 区 白 根 二 丁 目 ８ 番 １ 号  

金 沢 工

場  

金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７ 番 地

の １  
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都 筑 工

場  

都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

不 燃 性 の 廃 棄 物 （

別 表 に 記 載 さ れ た

廃 棄 物 を 除 く 。）  

南 本 牧

第 ５ ブ

ロ ッ ク

廃 棄 物

最 終 処

分 場  

中 区 南 本 牧 ３ 番 の １ 及 び

４ 番 の １ 地 先  

埋 立 て  

ウ  一 時 多 量 ご み  

区 分  
搬 入 先  処 理 方

法  施 設 名  所 在 地  

専 ら 物 （ ※ 10 ）  専 ら 物 の 処 分 を 業 と し て 行 う 者 の

施 設  

資 源 化  

可 燃 性 の 廃 棄 物 （ 別

表 に 記 載 さ れ た 廃 棄

物 を を 除 く 。 資 源 化

に 適 さ な い 可 能 性 の

あ る 古 紙 を 含 む 。）  

鶴 見 工 場 （

破 砕 物 は 鶴

見 資 源 化 セ

ン タ ー ）  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目

15 番 地 の １  

焼 却  

保 土 ケ 谷 工

場 （ ※ ８ ）  

保 土 ケ 谷 区 狩 場 町 3

55 番 地  

旭 工 場  旭 区 白 根 二 丁 目 ８ 番

１ 号  

金 沢 工 場  金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７

番 地 の １  

都 筑 工 場  都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

不 燃 性 の 廃 棄 物 （ た

だ し 、 本 表 の 神 明 台

ス ト ッ ク ヤ ー ド に 持

ち 込 む も の 及 び 別 表

に 記 載 さ れ た 廃 棄 物

を 除 く 。）  

南 本 牧 第 ５

ブ ロ ッ ク 廃

棄 物 最 終 処

分 場  

中 区 南 本 牧 ３ 番 の １

及 び ４ 番 の １ 地 先  

埋 立 て  

蛍 光 灯 及 び 電 球 、 ス

プ レ ー 缶 、 乾 電 池 、

プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器

包 装 、 ペ ッ ト ボ ト ル

、 小 さ な 金 属 類 （ ※

11 ）  

神 明 台 ス ト

ッ ク ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番

地 の １  

資 源 化  

粗 大 ご み の 規 格 （ ※

12 ） に 該 当 す る も の  

３ (4) エ に 定 め る 搬 入 先  

 

焼 却 、

埋 立 て

及 び 資

源 化  

※ 10  法 第 ７ 条 第 １ 項 た だ し 書 き に 規 定 す る 専 ら 再 生 利 用 の 目 的 と  

な る 一 般 廃 棄 物  

※ 11  ３ (4) イ (ｱ) ａ (a) ２ ～ ７ 項 参 照  
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※ 12  ３ (4) イ (ｱ) ａ (a) ８ 項 参 照  

エ  そ の 他  

区 分  
搬 入 先 （ 中 継 施 設 は 除 く 。）  処 理 方

法  施 設 名  所 在 地  

動 物 の 死 体  

（ 遺 棄 動 物 の 死 体

に 限 る 。）  

 

鶴 見 工 場  鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目

15 番 地 の １  

焼 却  

旭 工 場  旭 区 白 根 二 丁 目 ８ 番

１ 号  

金 沢 工 場  金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７

番 地 の １  

都 筑 工 場  都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

不 法 投

棄 、 い

わ ゆ る

「 ご み

屋 敷 」

対 策 条

例 に 規

定 さ れ

た 一 般

廃 棄 物

、 地 域

清 掃 、

そ の 他  

缶 ・ び ん

・ ペ ッ ト

ボ ト ル  

鶴 見 資 源 化 セ

ン タ ー  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目

15 番 地 の １  

資 源 化  

金 沢 資 源 選 別

セ ン タ ー  

金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７

番 地 の １  

緑 資 源 選 別 セ

ン タ ー  

緑 区 上 山 一 丁 目 ３ 番

１ 号  

戸 塚 資 源 選 別

セ ン タ ー  

戸 塚 区 上 矢 部 町  1,9

21 番 地 の 12  

小 さ な 金

属 類 （ ※

13 ）  

鶴 見 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目

15 番 地 の １  

金 沢 ス ト ッ ク

ヤ ー ド  

金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７

番 地 の １  

緑 資 源 選 別 セ

ン タ ー  

緑 区 上 山 一 丁 目 ３ 番

１ 号  

戸 塚 資 源 選 別

セ ン タ ー  

戸 塚 区 上 矢 部 町  1,9

21 番 地 の 12  

神 明 台 ス ト ッ

ク ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番

地 の １  

粗 大 ご み

の 規 格 （

※ 12 ） に

該 当 す る

金 属 製 品  

栄 粗 大 金 属 ヤ

ー ド  

栄 区 上 郷 町  1,570 番

地 の １  

神 明 台 粗 大 金

属 ヤ ー ド  

泉 区 池 の 谷  3,949 番

地 の １  

可 燃 性 の

廃 棄 物  

鶴 見 工 場 （ 破

砕 物 は 鶴 見 資

源 化 セ ン タ ー

）  

鶴 見 区 末 広 町 １ 丁 目

15 番 地 の １  

焼 却  

旭 工 場  旭 区 白 根 二 丁 目 ８ 番

１ 号  

金 沢 工 場  金 沢 区 幸 浦 二 丁 目 ７

番 地 の １  

都 筑 工 場  都 筑 区 平 台 27 番 １ 号  

不 燃 性 の 南 本 牧 第 ５ ブ 中 区 南 本 牧 ３ 番 の １ 埋 立 て  
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廃 棄 物  ロ ッ ク 廃 棄 物

最 終 処 分 場  

及 び ４ 番 の １ 地 先  

※ 13  ３ (4) イ (ｱ) ａ (a) ７ 項 参 照  

４  し 尿 等 処 理 実 施 計 画  

(1)  処 理 計 画 量  

し 尿 ・ 浄 化 槽 等 汚 泥 ( 単 位 ：

キ ロ リ ッ ト ル ）  

処 理 量   34,266  

 し 尿   7,291  

 浄 化 槽 等 汚 泥   26,957  

(2)  主 な 事 業 内 容  

ア  し 尿 処 理 総 務  

(ア) し 尿 処 理 総 務 管 理 等  

下 水 道 が 普 及 し て い な い 世 帯 や 工 事 現 場 等 の 仮 設 ト イ レ  

に つ い て 、 し 尿 の く み 取 り を 行 う 。 ま た 、 市 内 の 浄 化 槽 の  

設 置 審 査 や 維 持 管 理 の 指 導 等 を 行 う 。  

   (ｲ)  公 衆 ト イ レ 維 持 管 理  

     市 内 公 衆 ト イ レ の 清 掃 や 維 持 管 理 を 行 う 。  

イ  し 尿 処 理 施 設  

   (ｱ)  磯 子 検 認 所 等  

     市 内 で く み 取 り し た し 尿 及 び 浄 化 槽 等 汚 泥 に つ い て 、 磯  

子 検 認 所 で 前 処 理 を し た 後 、 水 再 生 セ ン タ ー へ 圧 送 す る 。  

ま た 、 施 設 の 管 理 ・ 運 営 業 務 を 委 託 に よ り 実 施 す る 。  

   (ｲ)  災 害 対 策 用 ト イ レ 整 備 事 業  

     地 域 防 災 拠 点 へ の 災 害 時 下 水 直 結 式 仮 設 ト イ レ （ 災 害 用  

ハ マ ッ コ ト イ レ ） の 配 備 を 進 め 、 建 替 予 定 の ３ 拠 点 を 除 く  

全 拠 点 へ の 整 備 を 完 了 す る 。 ま た 、 ト イ レ パ ッ ク の 備 蓄 な  

ど 、 家 庭 で の 取 組 に つ い て 啓 発 を 行 う 。  
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   (ｳ)  公 衆 ト イ レ 整 備 事 業  

     保 土 ケ 谷 駅 前 公 衆 ト イ レ で は 、 新 築 工 事 を 行 う 。 ま た 、  

公 衆 ト イ レ に 残 る 和 式 便 器 の 洋 式 化 を 順 次 進 め る 等 誰 も が  

利 用 し や す い 公 衆 ト イ レ を 目 指 し 、 環 境 整 備 を 進 め る 。  

(3)  収 集 ・ 運 搬 計 画  

ア  区 域  

    横 浜 市 全 域   

  イ  排 出 の 区 分 と 収 集 ・ 運 搬 方 法  

区 分  収 集 方 法  

し 尿  一 般 収 集 ： お お む ね 月 ２ 回 収 集 。  

臨 時 収 集 ： 申 請 に よ り 収 集 。 ( ※ 14 ）  

浄 化 槽 等 汚 泥  一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 の 許 可 を 受 け た

浄 化 槽 清 掃 業 許 可 業 者 が 浄 化 槽 管 理 者

等 の 依 頼 に 基 づ き 収 集 。  

※ 14  臨 時 収 集 に つ い て は 、 事 業 活 動 等 に 伴 い 設 置 さ れ た 仮 設 ト イ  

レ を 、 申 請 に 応 じ て 収 集 す る ( 手 数 料 の 徴 収 有 ）。  

ウ  一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 の 許 可  

    取 扱 廃 棄 物 の 種 類 が 一 般 廃 棄 物 （ 浄 化 槽 汚 泥 等 の し 尿 を  

含 む 汚 泥 、 及 び デ ィ ス ポ ー ザ 排 水 処 理 シ ス テ ム 汚 泥 ） で あ る  

一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 に つ い て は 、 新 た な 許 可 は 行 わ な い (  

詳 細 は 、 「 横 浜 市 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業 の 許 可 に 関 す る 基 本  

方 針 」 の と お り 。）。  

(4)  処 理 ・ 処 分 計 画  

区 分  
搬 入 先  

処 理 方 法  
施 設 名  所 在 地  

し 尿  磯 子 検 認 所  磯 子 区 新 磯 子 町

38 番 地  

下 水 道 施

設 に よ る

処 理  

浄 化 槽 等 汚 泥  

 

別 表  

区 分  品 目  
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可 燃 性 の 廃

棄 物  

・ 特 定 家 庭 用 機 器 廃 棄 物  

・ 焼 却 不 適 物 （ 液 体 、 大 量 の 粉 末 、 直 径 20 セ ン チ メ

ー ト ル 以 上 又 は 長 さ 50 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 の も の （

破 砕 機 を 使 用 す る 場 合 は 長 さ 300 セ ン チ メ ー ト ル 以

上 の も の 。）、 焼 却 設 備 に 損 傷 を 与 え る お そ れ が あ

る も の 、 感 染 性 廃 棄 物 、 毒 物 ・ 劇 物 （ 毒 物 及 び 劇 物

取 締 法 （ 昭 和 25 年 法 律 第 300 号 ） 第 ２ 条 に 規 定 す る

も の 。） 又 は 動 物 の 死 体 （ 駆 除 又 は 遺 棄 動 物 の 死 体

を 除 く 。）、 そ の 他 処 理 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す も の

。）  

不 燃 性 の 廃

棄 物  

・ Ｐ Ｃ Ｂ が 付 着 又 は 混 入 し て い る も の  

・ 油 分 が 付 着 又 は 混 入 し て い る も の  

・ 水 中 に 投 じ て 油 膜 が 生 じ る も の  

・ 水 中 に 投 じ て 浮 遊 す る も の  

・ 毒 物 ・ 劇 物  

・ 著 し い 発 色 性 、 発 泡 性 、 飛 散 性 、 発 火 性 又 は 臭 気

を 有 す る も の  

・ 中 空 で あ る も の  

・ 概 ね 30 セ ン チ メ ー ト ル を 超 え る も の  

 



保土ケ谷工場再整備事業について 

ごみ処理を将来にわたり安定的に継続していくため、保土ケ谷工場の再整備を行います。 

令和４年度は、地域説明会の開催や工事発注に向けた基本設計等を行いました。 

１ 地域への説明について 

  令和４年４月に保土ケ谷工場再整備にかかる地域説明会を計４回開催しました。また、同年 11

月に再整備に伴う生活環境影響調査等に関する説明会を計４回開催しました。 

  説明会では、老朽化した工場を解体し、景観に配慮した新しい工場の建設を進めてほしいとい

うご意見や、工場建設中及び稼働後の生活環境への影響を心配する声を頂きましたが、工場の建

設に対して、反対する意見はありませんでした。 

２ 整備スケジュールについて 

  令和５年度は、新たな保土ケ谷工場の建設に向けた事業者選定を行います。事業者の選定にあ

たっては、専門的知見を有する学識経験者で構成される附属機関（下記参照）により、高度な技

術や優れた提案を評価していきます。 

また、再整備工事期間中においても中継輸送機能を確保するため、新たな中継輸送施設の建設

工事及び一部の既存建物の解体工事などを実施します。 

【参考】附属機関（横浜市資源循環局保土ケ谷工場再整備技術提案等評価委員会）について 

□ 設置目的・開催状況

保土ケ谷工場再整備工事の技術提案等について、学識経験者等の高度で専門的な知識に基づ

き、中立かつ公正な審査及び評価を行うために設置しました。 

第１回委員会を令和５年２月６日に開催し、総合評価落札方式において、入札参加事業者に

求める技術提案の評価項目や評価基準について、ご審議をいただきました。 

□ 審議内容

１ 技術提案等の評価項目及び評価基準に関すること

２ 技術提案等の審査及び評価に関すること

３ その他技術提案等の審査及び評価に関し市長が必要と認める事項

□ 委員一覧（50音順・敬称略）

氏名 現職名 

大迫 政浩 国立環境研究所資源循環領域 領域長 

小野田 弘士 早稲田大学理工学術院大学院環境・エネルギー研究科 教授 

田中 稲子 横浜国立大学院都市イノベーション研究院 教授 

花嶋 温子 大阪産業大学デザイン工学部環境理工学科 准教授 

藤原 周史 一般財団法人日本環境衛生センター環境事業第三部 部長 

森 朋子 国士舘大学政経学部 講師 

柳井 薫 一般社団法人廃棄物処理施設技術管理協会 会長 

資 料 ３ 

令和
４年度

5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度

既存建物解体＋詳細設計・施工基本設計
事業者

公募･選定

中継輸送施設整備（詳細設計・施工）

裏面あり 



【参考】保土ケ谷工場再整備事業の特長 

(1) 処理能力

安定したごみの処理や災害廃棄物の処理等を考慮し、新たな保土ケ谷工場の処理能力は、

日量 1,050トンとします。 

(2) 脱炭素化への貢献

国内トップクラスの高効率発電設備の導入、太陽光などの再生可能エネルギーの活用、燃や

すごみの性状に応じた最適な運転管理などにより、環境にやさしいエネルギー※の創出を最大限

に図っていきます。 

※ 環境にやさしいエネルギー：石油や石炭などを使用しない、ＣＯ₂ゼロのエネルギー

(3) 環境保全対策

高性能な排ガス処理設備を導入し、しっかりとした環境保全対策を行います。さらに、ごみ焼

却工場の運転にあたっては、排出状況をリアルタイムで公表していきます。 

(4) 災害時の非常用電源の確保

新たな保土ケ谷工場には、蓄電池を搭載し移動式の非常用電源として活躍が期待されている

電気自動車の充電設備を多数設置します。 

保土ケ谷工場は災害時においても発電ができることから、電気自動車の充電拠点として地域

防災拠点への安定した電力供給に貢献していきます。 

(5) 総合的な環境学習施設としての役割

新たな保土ケ谷工場は、プラスチックや食品ロスの問題に加え、地球温暖化、緑や農、生物多

様性などのテーマと関連付けながら、子どもから大人まで幅広い世代が楽しく学べるよう、最

新の映像技術などを取り入れた、総合的な環境学習の拠点としていきます。 

(6) 市内経済活性化への貢献

保土ケ谷工場再整備では市内経済活性化に資するよう、市内中小企業の参画等について、

しっかりと配慮していきます。 

保土ケ谷工場再整備の事業者選定は総合評価落札方式にて行い、価格以外の要素を評価する

際、市内中小企業を活用した提案を高く評価することで、参画機会を確保します。また、道路や

植栽などの外構工事、事務室の内装・電気・空調などの内部工事を分離発注することで、受注機

会を創出します。 

電気自動車に蓄電された電気を 

・スマートフォンの充電

・非常照明

・空調

地域防災拠点（小中学校） 電気自動車 充電設備

焼却工場 



令和４年度 主な記者発表資料 

No. テーマ 件名 発表日 

1 食品ロス削減 「クラダシチャレンジｉｎＹＯＫＯＨＡＭＡ」参加の大学生が、 

横浜市役所でマルシェを開催します！ 

R4.8.15 

2 食品ロス削減 参加者募集！「食」について考えるオンラインイベント 

「WORLD FOOD NIGHT 2022 with 横浜」開催！ 

R4.9.14 

3 食品ロス削減 「チャレンジ省資源宣言」プレゼントキャンペーン及びてまえどり 

キャンペーンを実施します

R4.9.26 

4 食品ロス削減 チャレンジ・ザ・フードロス 横浜Ｆ・マリノスの選手が、

今年も「食品ロス削減」を呼びかけます！ 

R4.9.30 

5 食品ロス削減 無印良品 港南台バーズで食品ロス削減月間イベント開催！ 

「季節と食を楽しもう～食の大切さを考える～」 

R4.10.19 

6 食品ロス削減 令和４年度「横浜市食の３Ｒきら星活動賞」受賞者決定！ R5.1.31 

7 プラスチック対策 「プラスチック資源循環法」PR ショートムービー公開！ R4.4.22 

8 プラスチック対策 「海をよごすプラスチックごみ 2050 年、海は元気か？」 R4.5.23 

9 プラスチック対策 プラごみ削減キャンペーンを実施します！ R4.6.1 

10 プラスチック対策 日本初‼「おくすりシート リサイクルプログラム」の 

実証実験が横浜市中区の一部でスタートします！ 

R4.10.20 

11 食品ロス削減・ 

プラスチック対策 

良品計画・崎陽軒・横浜市連携企画「もったいない」を見直そう弁当を 

発売！ 

R4.5.31 

12 食品ロス削減・ 

プラスチック対策 

食品ロス・プラスチック削減。食材を余すところなく 

美味しくいただく「もったいない」を見直そう弁当 2 を発売！ 

R4.10.19 

13 SDGｓ 無印良品 Colette・Mare みなとみらいで、SDGｓを楽しく学ぶ 

「自由研究ワークショップ」を開催！  

R4.7.14 

14 SDGｓ “レッツ３Ｒ” サステナブルな未来のタネをまこう 

大都市連携キャンペーンを実施します！ 

R4.9.22 

15 災害廃棄物 Ｊ＆Ｔ環境株式会社 と「災害廃棄物処理の円滑化に関する協定」 

を締結しました  

R4.6.24 

16 災害廃棄物 静岡県静岡市に発生した災害廃棄物の処理に関する支援を行います R4.10.4 

17 街の美化 「相鉄線・東急線 清掃でも つながる！」キャンペーン 

相鉄・東急が走る市内７区８駅で、清掃・啓発を実施します！ 

R5.2.15 

18 表彰・認定等 令和４年度の「横浜市一般廃棄物収集運搬業優良事業者」を認定しました！ R4.11.1 

19 表彰・認定等 横浜環境行動賞「ヨコハマ３Ｒ夢」推進者表彰式を開催します！ R4.11.18 

20 表彰・認定等 ハマッ子の力作、勢ぞろい！！

～令和４年度ヨコハマ３Ｒ夢ポスターコンクール入賞作品が決定！～ 

R4.12.16 

2１ 表彰・認定等 ヨコハマ３Ｒ夢！（スリム）ポスターコンクール 表彰式を開催！ R5.2.20 

2２ 資産活用 旧磯子工場の土地利用に関する可能性を検討するため「対話」に 

参加いただける事業者を募集します！ 

R5.３.15 

♦表に色付けしている資料のみ配付しています。
♦令和４年度 資源循環局の全ての記者発表資料については、横浜市 HP に掲載しています。

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/shigen/2022/

参 考 資 料

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/shigen/2022/


��

������������������	
��������������������� �!"#$%&'�()*+,-.�/01������ �(23#456&'�*78*)9":���;���<=��>?+@ABCDBEF+GH6IJ������KLALM�()*NO�P
QR�(2S#�8+45�
��TUVRWXYZ[\]\^_`_.6ab��cd"#�efgBfh+ih@3�e+@Aj+klmn�*)9":�o+�p�45�cd�*)#ih@3qr��>?+EFK������ BLALM+st64uvw�xyz{6|}~����?��������*�*2)���.6�����lb��9":�� ��������?��������*�*2)����������������������<=���9l�� ���� �������¡¢£¤�¥¦��§¨©ª«¬£®̄ �®��� �°��±�²³́ µ¶·¸¹º»�mn6D¼*qr��>?K�½�¾¿¦ÀR2Á6EF�9":�9��>?6ÂÃ2ÄÅO#VÆ+ÇÈK@Aj+45ÉÊ2Á������KLALM�!"#xyz{6|)9":��²Ë́ ÌÍÎÏÐÑÒÓÔ�ÕÖ×¹º»�mn6D¼*qr��>?64uvw�ØÙÚ6�ÛÜÝÞ_]ß�à��������¡��áâ)�ã1�~���*EF�9":�äåæBEFçè®®é�êëì��í®�Hî��� X
��TUVRW�()*����	
����	�ïð�ñò3ó#h@3�ôõö÷�øùLú@Aj+qrûü6D�*Lýþ@K�����ïð�()*NO#�	����¾R�¦R���
��TUVRW.6��:cdh@+	
B�D
�K�
��f
2Á��Lý�+m���	�za���"#�8�����
��/�.<=ûü:�����2Ø��
��TUVRWYZ[\]\^_`_.+mn+���
��$������*$b�*)9":�ä
��$�����è������  ����!"�# $%&'('��) � �®'(�®*®í*®'®�� 4+6,-.w#/0��126345+}O�Ú�67�/8Ø9�Äã.):� :;óu�

< = > ? @ A ³B��C D E F G H I J K L�

mn�cd�*)#ih@:«��§MyN�6|)�mn6OuPu9��:�
qrâQK>?+RS2Á����Tmn�*)9":�



�

��

���������	
������������������������� !�"�#$�%&'(�)&*+,-./0/1234567��8�9�:�;<<=>?@@AAABCDEFGF>;HBI=@�J�K�LMNOPQR���STSSU�V�+WXYZ[\]^_4`aVbcdeK�STSfU�V�+9gh�*ijik�VlmVnVop��STSf�q$r�4s���t^uv�V��+wx�Uy`az{|}7~���^_4`az�e�^_������STSTU��V�W�Y+������K4�����K�V�wx�Uy+���]h�#�����^_4�� ,-./0/123���&#���+"�#$�%&'��r���� ¡¢£¤¥4��q���+���¦§¨�'©��ª«¬¥®4�¯°±¥²³®�´µ#¶67¬¥�·¸¹º»¹¼��½¾¿*��¬¥"�#$�%&'(�)&*À�¨�'©�ª«��Á¸�ÂÃZÄÅÆ¥Ç§sÈÅÉÊËÅÆË�¸ÂÌÍÎÏ5 ¥Ð	��º*�ÇÑÒ¸Ë¹¥ÀÓÅÇ�Ò�5�NO���ÔÕVÖ×ØÙ¿ÚÇÛ¡ÜÝÞß¿àáÇâã¸�äåæ1�fç5è��éê¸ËØÙ¸Ë¹¥À�·¸ëËº*�¿º»¹¼¶�®Ç�¹ì¯Ç¢¿¶¥Àí¾¿��cëî¸¹"�#$�%&'(�)&*�ïv¸Ë¹¥À�STfðUÇ�����©��ñ¸Ëòó�STSSUXôõö÷�øùzú�ûðüýò���r�*k�þ�ú���T®ò�¯¿�Ëº¡����5âã����TTTü��	
Ë¹¥À�� ���������� ( � # � Ç s ¬ ¥ ì ¯ �����d�����e�����������T�ð� çf�Sð û���´µ#ñ$i�qÇs¬¥ì¯�²³®�´µ#����!"V#$�����Tû� �ð �SS� � ����������������



������ ����������	
�������������������������� !�"#�$%�&'(!�)*+��,-.�/���01234�5�678��	
��789:;<�=�5��>?6@����ABCDEFGHI�JK.(!L4M�5NO�PQ)*+�RH+�.(ST.L.NM�������	UVW6��4�XY���ZD[�\]^_�`a	�.(��4�5�^b.!Nc�d1^�	ef��g(!L4Mhijk���	lmnf��LopNNCqrst��uNXY�vwxmy64��z�XYa	{6|}?6�8�~�!L4M�LN���������a�\�������.������x�f�R��^Dvwxmy�����.N���vwxmy�8��������������T���� ��z���������8�[N� ¡¢!��� g(!L4M�������������� ��������������hijk£¤¥¦§̈©ª«��¬®�¯°��gN±*²³´µ�^
�¶[�!7��·m�xw¸�¹º»�¼c�5����	ef;<6�8�~�!L4M±*^�k½¾̈lmnf6´µ��¿À4���½¾̈ Á�·m�xw¸��ÂÃÄwy^ Å[L4M±*^� 6·m�xw¸��Æ4ÇÈ�R�É�Æ.N8�ÊË.�ÌÍÎ�zÏÐ^�uL4M�klmnf6785�.NÑÒ^Ó<¶[�´µ��º».�4!Ô�Õ^Ö×¶[(!L4M���� ����������������������������������������������������ØÙÚ_8Û�

Ü Ý Þ ß à á âà ã�äåæçèéêëìíîïð�ñòóôõö÷øùúûüýþ����������	
�
XY���.N�Lopvwxmy����
£¤¥¦§̈©ª«�3.N´µ�³�F��



�

�

� �������	
��������������������������� �!"#$���������������� ������������������ ��
#%&'(�)*+,-./0123456��7�89�:;<�=>?@ABC@D??E�

FG�H�IJKLMN6�OP�Q�R�ST�H�UVWXYZ[\]Z^�YZ_�[\`abcdefgh�ijk�lm�no�R�pG�H�UVW)*+,-�����qrs34^6�tu�vw�� UVWXYZ[\]Z^lmxyZz����

ST�H�IJKLM�{�|}��R�FG�H�KLM���~�����R��pG�H�UVW)*+,-���������qrs34^6�tu�vw���

�

���



�������� �������������	
��������������������� !"�#$%&'(������)*+,-./�0123�456�7879:;�<=>?@AB9:;C�DE�FGH�I !"�AJKLKMF�-./��NOP3QAR�GHSTU?@AB9:;V�W��XY"���Z[\]F^_`�abI !"�cdF3�eUfghijQTklBQAR���mnV>W��XY"ioJpqrs�tuviwAJxyCiz{|�/}~��mn��W��XY"����w�F��J��0��N|J�mn���u�f��NAR�-./�3���GH�����~����vi���FS��DU�|�����F�|� �QDBQAR��¡KLKM�¢£¤�������������������������¥�K¦�§� � ���¨©ª«¬® ̄°�±�²³¨© «́µ®¶°�·����¸�¹º0»¼U¦½²³¾¿OP3QAR��À�GHÁÂ���-./����Ã�ÄÅ�Æ�Y"�;��-./ÇÈf�ÉÊËÌÍÎ²���¸�ÏÐV>?@AB9:;I !"�WÑÒ�]CÓ�Ô:]Õ:#F�Ö×@�SDR������ØÙÙÚÛÜÝÝÞÞÞßàáââãØâÛáäåæçèØãßãçßéÚÝçåêÛêëâèÛØììÙÝ��í�GHî���456?@AB9:;��ïð~ñWò�FW��XY"���Z[\]Nóô�9:;õ�����¸�ö�&ÆV�DQ�ô0�Ä0÷¼�DJ9:;VøùúNAR��ª�ûLüý�GHÁÂ~GHþ�K����I !"�iwAJ������?@AB9:;~���Äh����iwAJ/}�	
~k�f����� ����B����

� � � � ��� ���� � � � � �  ! " #$ % � & ' ( ) * + #,-./0123456789:;<=>?@ABCDEDFGHIJKL67MN3O

GHPQR�

456È?@AB9:;�



�

���������������	
�����������
���������� 	!��"#�$%�&'(�)*+,-./�01
23456�789�:;+<=�>?@ABCDDEF�GHI��6JKLM�CDENF�O�6P�Q32��?A�R9�:;STU8V"�WX����YZ[\]�I^_5')`�	!��#�abc�Ud@�ef"�g
2�?A���I�hi�jk

2l4
�6�4��?A���	mno pnqA@�r5'����[\]�)`�stu�3�v323456���wY)xy��z���B{|}P~������YZ��GH��^_[\]��BCDCE��PI?A�WX�^_��z���BG����PYZ��UT��;~9-7]*R7�~-����bS~�bc��BCDCE�CPI?A�WX�^_��z������YZ��H�no���+�V�BCDCE�NP�tu��� �� ����������� ¡¢£¤¥¦§¨¤©ª«¬®¯¨°����±²³´µ¶·¸¹º»�����¼½�¾¿��ÀÁÂ�ÃÄÅÆÇÈÉÆÊÅÇË��Ì±ÍÎ¦¤ÏÐ«¬®¯¨°���ÑÒµÓÔÕÖ×�º»�����ØÙ�ÚÛÜ�ÀÁÂ�ÃÄÅÆÇÈÉÆÊÅÈÇ��ÝÞÝß«¬®¯¨°���àáâãäå�æçèéêë���Øì�íîïð°ñìòó�ïðôõïö°�ÀÁÂ�ÃËÆÅÊÅÅÆÇÊË÷��øùú¡å«¬®¯¨°���û�ùú¡åÖüý���êë�������Û��ÀÁÂ�ÃÉÊÃÆËÈÉÆ�ÄÊ�

	
����������������������
?A�WX�^_5' �8��[\]��



��������������������	
�����
������������	������������ !"#$"%&'()*+,�-./"0123"456789:;<=">?%:@�%A�BCDEFGHIJKLEFEH8M"NOPQMRSTU:VWVX6YZ[\<=]6^_'`a��Wb8%:c��RSTU:VWVX6YZ[\<=]��defgh%:ij"kYlm6no`pM@%:T"M����"qrstMuq'`vwx"yz�&{�|}�WUA%8U:�3W~6��%:;<=�WUAV8'c�SdeCOXM�`BC"a"NOf^_(�`RSTU:VWVX6YZ[\<=]6;V%��%��bW�J�����"��f�VA�9A!A�VI�M%�\Ic�����������������RSTU:VWVX6YZ[\<=]����������F��H���������qrstMuq'`vwx"yz�&{�|}�WUA%8U:��3"�������&�W~"�36+,�-./"0123f'`a�M�+,�-./"��f� ����¡¢"£¤6��%����"������¥"ij6u¦��§�¨©ª«�¬D®BCDEFGH¯b¬D®BCKLEFEH8M�°�¨©±«�K²³��́ FµQH�¶�¨©·¸��́ K��¹FµQH�º=E"qr»¼f½¾:|}�36¿�'`:oc�À�¨©ÁÂ����ÃÄÅÆ.+���
���������� ÇÈÉÊË�ÌÍÎdÏÐÑÒnÓÔ��ÕÖ�×Ø�ÙÚÛ�ÜÝÞßàáâßãÞàä�åæ�f�VA"çèéêëIJ";ìíîï�����	����ðç�ñ�òóôõö÷�øù�úû�üý�þ����Ã�����Ã�����ÙÚÛ�ÜÝÞßÝÝâß�	â�F;
����������³ÜâãÜß��ãßä�ÜH�å��
�fé'`;ìíîï�����	
����ðç����Òn÷�����Û³��ß�������� !�����

"#§$°% &'(�)*+,-�./01��234567896:;<=>?5@ABCDEDFGHIJKLMGNOPQRSTUVWX

å¡¢�£¤ï�



��������������������	
�����
������������	����������� �!"�#$�%&'()*+,�-./�0123�456789:;<=�>?@ABCDEFG8'H�IJK�LMNOPQ:GLGR6STUV<=WF��>XYZ�[\!]^6G:_`�ab�U�IcK�%d�efghiXjgklmnfXjXk8F�opqrFNOPQ:GLGR6STUV<=hW6sZ'Mt��LC8%:H��ab�;<=������opqru�FvwxdG:�3�yz{|6}�~�%���AP�APt_wQ:;<=A���8%:H�NOPQ:GLGR6STUV<=hW6;G%��%��Q:���!��A�M�36��%�;G%���`Mt�A�Gd�9d"d�Gl�F%�VlH�����������������OPQ:GLGR6STUV<=h���������f�j��k��������� opqru�FvwxdG:�3�yz{|&¡¢£¤F�¥¡'M¦§�LQd%8Q:�3�{|�� ¨©&ªL«�¬36+,�-./�0123A'Mt�F�+,�-./�� A®��� ¯°�±²6{|%���������� ³�BD6¥´���µ�¶·¸¹�º»¼½efghiXjgk¾Cº»¼½efgnfXjXk8F��¿�¶·À¹�eÁÂffÃjÄrk��Å�¶·ÆÇ�fÃeffÈÉJX�:CjÄrk�Ê=X�¡¢ËÌAÍÎd\Ï%8'��Ð�¶·ÑÒ����ÓÔÕÖ.+���
����������×�ØÙÚ���;ÛGÜÝ�Þ��¬ßà�v|6 m':Ý�;áâãC|�~ä�.åáæA!çè6;éG%8'H��

êëµì íîï íðñ�òóôõö�÷øùú�ûüýþ����������	
���������������������� !"#$%&'$()*+,-!./01234567896:;<6 

±²�C 

=u�ä>�?@�



�

�

� �����������������������
�

��������	
�������������������������� ��!�"#$%&'()*+,-./0)12345��6789:;<�=*>?@ABCDEF�GH�IJKLM�NOPKQR�STKUR�VK�����������������������WX�YZ���������������[\�[]1^_`ab�cd@e@fg�� ��[[ �![�h�"ijk$%,lm12345��6789k$no��=*>pqr��F�pstu�gvw�xvysz{u|}~|{x�
"�����5�



������ ���������	
������������������������ !"#$%&"'()*+,-./0&123456789:;<+=>?$@ABC>DEFG+HI.JKCL&>DMNOPQ.RSBTUV��� RSW� XYZXY�[\]�OP^_� >DEFG`+abcde�RSfghijk� lmQn9opqrh\k��s�9op9orhpk�tmQn9op9orhpk�s�9op9:rhuk�vmQn9op9:rhuk�s�9opworhxk��y9zrg�{|� }|~:�h�Q9:�k���� �6ht������46&t����t6&��������l6k����84mRS��+RS����%&�?+��.��+K��jBTUV���������������  t������¡������������� t����¡������ ¢£¤¥¦�� !"#§¨©ª�«¬�®� °̄±�²³́µ¶·̧µ¹́º¹��

»¼½¾ ¿ÀÁ½Â�Ã Ä Å Æ Ç È É Ê�



��������������������������	
�	�������	�������	������������� !"#$%&'(&)�*&'+,-./01&23#����	
4567	89������	�:#1&;<=>?�@AB1�CDEF�GH�I�JKL&MN�OPQRSTUS VW0XYZ��������	[&\]#^=_&`a���� b%14c�def�	�YZgh���	�� i#&jklmnopqrstu�pvwxy01&z{`D |}01X4_XYZ��~VW�e����������U�������
�������������
�����������
�������������������������������������������������������������
������������������������������������!��VW&3�[�:��f_XYZ����`D3�����23��@AB1�H���CDEFGH�#�41�I��K&MN`D�VW����� A¡S¢��������~£,������	��¤:�~��������
��¥¦§� �̈ �©ª������������������~VW3��������:«¬�MN`DLOP`D '(&)�*&'+,��&�®¯°±²³´µ¶·¸mjm¹¹ºu»¼½¾¿À³¸»Á¸ÂyÃÄ#MNOP Å4XYZ�� �

Æ Ç È É Ê Ë Ì È Í�ÎÏÐÑÒÓÔÕÖ×ØÙ�ÚÛÜÝÒÞÚßàÙ�jáâãäåæã��çèéê��ëìí¹îu³´ïð¸ï�áâäåæíñ¹òóô¾õöé»çèä÷øpùúûnü��

���_���	QR���U� � � �� �	
'��QU������������¢�AU��

¥������������:
�����¦�£��¥¦§����������:�¥¦��������������� :�¥¦§��������!"#:�¥¦§��������$%&2:�¥¦����������'�(:�¥¦§��������)*+:�¥¦§���������¤:� ,-./0123456789:/9�
�����![§�����YZ�



�

�

����������	
�������������������� !"#���$%&'(%)*+,������������(-.*+
/012�34�56781�9�:;!"#��<�=>
?91���=>9�:@ABC2���D(�EFDG!H
IJKC8L!HMNOP:79#�QRSTUV(WXYZ[�\]^_̀abcdebfagc�hij�^klbmnopqrqsntoquvwvxsxpnmnwly�� zKC8L�{|}~�j~
?91�QRSTUV(WXYZ[�������������_̀abcdebfagc�{����
?91�������U����[��[��������������_̀abcdebfgg���


	01_【第77回審議会】次第
	02_【第77回審議会】委員名簿
	03_【資料1】諮問を受けて設置した小委員会における検討状況について 
	04_【資料2-1】【概要説明資料】令和５年度横浜市一般廃棄物処理実施計画（案）について
	05_【資料2-2】令和５年度横浜市一般廃棄物処理実施計画（案）
	06_【資料3】_保土ケ谷工場の再整備について
	07_【参考】_主な記者発表資料
	●事務局用　記者発表資料　頭紙
	07-2_【参考】_主な記者発表資料
	07_【参考】_主な記者発表資料
	01　040815　★「クラダシチャレンジｉｎＹＯＫＯＨＡＭＡ」参加の大学生が、 横浜市役所でマルシェを開催します！
	02　050131　★令和４年度「横浜市食の３Ｒきら星活動賞」受賞者決定！ 
	03　041020　★日本初‼「おくすりシート リサイクルプログラム」の実証実験が横浜市中区の一部でスタートします！
	04　040531　★良品計画・崎陽軒・横浜市連携企画「もったいない」を見直そう弁当を発売！
	05　041019　★食品ロス・プラスチック削減。食材を余すところなく美味しくいただく「もったいない」を見直そう弁当2を発売！
	06　041004　★静岡県静岡市に発生した災害廃棄物の処理に関する支援を行います 
	07　050215　★「相鉄線・東急線 清掃でも つながる︕」キャンペーン  






